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新 年 の ご 挨 拶

明けましておめでとうございます。

会員の皆様には健やかな新年を迎えら

れたことと存じます。年頭にあたり、

一言ごあいさつ申し上げます。

昨年の１１月には世界の人口が

８０億人を超えたとの報道がありまし

た。さらにこの先、今の若者が、今の

私の歳と同じくらいになる２０５０年

を過ぎたころには、１００億人に達す

るとのことです。

一方、日本では少子化が推定以上に

進み、昨年の出生者数は、８０万人を

割り込んだようです。これは、私が生

まれた頃の１６０万人の半分にすぎま

せん。

このような、世の中の動きを踏まえ

ますと、産業廃棄物処理業界において、

今年は、次のような展望を持つ必要が

あると考えます。

まず、第１に、

労働災害の防止を徹底し、働きやす

い職場環境を作り、誰もがいきいきと

して働くことができるような会社の風

土を育てて、人材の確保と定着を図っ

ていかなければなりません。

東京の、休業４日以上の労働災害発

生件数ワースト・ワンをただちに脱却

し、協会及び会員企業が一丸となって、

安全かつ健康的で、全国の模範となる

ような労働環境の構築を、目指してま

いりましょう。

そのためには、先ず会員企業の経営

者自らが、どうしたら労働災害を無く

せるか、是非考えて欲しいと思います。

各企業において安全衛生規程を随時見

直し、更なる改善につなげていただき

たいと思います。

年頭にあたって

一般社団法人 東京都産業資源循環協会

会 長 鈴 木 宏 和 第２に、

循環経済の主役として、我々のノウ

ハウを積極的に提供するとともに、先

進技術の開発や設備投資を進めてまい

りましょう。

世界の紛争に伴い、資源やエネルギー

の制約が高まっております。国内での

資源循環をさらに推進するとともに、

海外に向けた技術支援や外国人の人材

育成に対しても、貢献していきたいと

考えます。

第３に、

脱炭素の取り組みの強化です。

低炭素、カーボンハーフの取り組み

を当面は進めていきますが、地球の気

候変動はますます極端なものになって

おります。

脱炭素、カーボンニュートラルを見

据えた事業の実施に向かって大きく踏

み出し、世界の人々の健康と安心に責

任をもっていきたいと思います。

そういう意味でも、第４に、

SDGs の取り組みを進めてまいりま

しょう。

１７の目標と１６９のターゲットを

定めた、SDGs については、協会機関誌

で現在、順次紹介しておりますので、

世界的な視野を持って、そこに掲げた

取り組みを、協会会員のそれぞれの会

社や、従業員の皆様のところにおいて、

実践していただきたいと思います。

協会としては、これらを進めていく

ため、国や東京都、全国産業資源循環

連合会、排出事業者団体との連携を密

にしてまいります。

関係者の皆様方のご理解・ご協力を

いただければ幸いです。

結びに当たり、本年２０２３年が皆

様にとってより良き年となりますよう

お祈り申し上げ、また、協会の運営に

対する会員各位の変わらぬご支援をお

願い申し上げまして、新年のあいさつ

とさせていただきます。



4 第 39巻第 11号　通巻第 389 号 5とうきょうさんぱい　令和 5年 2月 1日号

新 年 の ご 挨 拶

明けましておめでとうございます。

貴協会及び会員の皆様には、日頃より、

東京都の資源循環・廃棄物行政の推進

に御理解と御協力を賜り、厚く御礼申

し上げます。

本年も、昨年度に引き続き、新型

コロナウイルスの感染が収束を見せな

い中で、新年を迎えることとなりまし

た。貴協会の皆様におかれましては、

都民生活を支える廃棄物処理やリサイ

クルの体制維持のため、感染対策の徹

底など事業継続に対するご尽力をいた

だき、この場を借りて、改めて感謝申

し上げます。

昨年 12 月に開催された第４回都議

会定例会において都は、「都民の健康

と安全を確保する環境に関する条例」

を改正し、大手住宅供給事業者等に対

して、住宅等の新築中小建物への太陽

光発電設備の設置等を義務付けること

といたしました。

都内では、2030 年半ばから太陽光

パネルの廃棄が本格化することが見込

まれております。事業用パネルのリサ

イクルはすでに施設も稼働して進めら

れている一方、都内で約７割を占める

住宅用パネルのリサイクルは、まだ廃

棄量が少ないこともあり進んでおりま

せん。こうした中、昨年９月、都は貴

協会をはじめとした業界団体等と連携

し、太陽光発電設備高度循環利用推進

協議会を立ち上げました。今後、皆様

からのご協力もいただきながら、住宅

用パネルのリサイクルルートの確立に

取り組んで参ります。

持続可能な資源循環と 
　適正な廃棄物処理の推進に向けて

東 京 都　 環 境 局 長

栗 岡 祥 一 また、地球温暖化の影響等により、

風水害が多数発生していることや、昨

年、都における首都直下地震の被害想

定が見直されたことを受け、去る 12

月 16 日、貴協会の鈴木会長にも委員

としてご参加いただいている東京都廃

棄物審議会に対して、災害廃棄物処理

計画の改定を諮問いたしました。

貴協会とは、これまで地震等大規

模災害時における災害廃棄物の処理等

の協力に関する協定を締結しているほ

か、昨年度は西多摩地域の自治体が災

害廃棄物処理計画を策定した際にも多

大なご協力をいただいています。引き

続き様々な場面での連携した取組や計

画改定に向けたご提言をいただきたく

存じます。

このほかにも、リチウムイオン電

池の安全な処理や、産業廃棄物の不適

正処理を防止するための第三者評価制

度の普及、不法投棄防止への対応、処

分期限等を踏まえたＰＣＢ廃棄物の適

正処理など、産業廃棄物行政には様々

な課題が山積しております。廃棄物処

理業界の電子化も重要な課題です。情

報管理や改ざん防止に優れる電子マ

ニフェストの普及に向けて、都は今年

度、グリーン購入ガイドを改定し、都

発注の廃棄物処理委託における電子マ

ニフェストの原則利用を明記しまし

た。庁外向けには、貴協会と協力し、

産廃エキスパート事業者を活用して未

加入の排出事業者へ働きかけを行って

おり、今後とも貴協会と緊密に連携し、

持続可能な資源循環及び廃棄物の適正

処理の推進に取り組んでまいります。

結びに、貴協会及び会員の皆様の

益々の御発展と御活躍を祈念いたしま

して、新年のご挨拶とさせていただき

ます。本年もどうぞよろしくお願いい

たします。
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（知事の冒頭発言）
小池 知事：　ひさしぶりのヒアリング開催
となった。適正処理・資源循環の取組に
敬意を表します。

（要望事項の説明）
鈴木 会長：　要望内容を説明した。加え
て、リチウムイオン電池については、
できれば、ACジャパンなどのテレビコ
マーシャルで、リチウムイオン電池の分
別を徹底するよう、訴えてほしい、と口
頭で要望した。

（要望に対する、当日の回答）
小池 知事：　９月に太陽光発電パネルの
協議会を立ち上げた。協会にも参加い
ただいている。リサイクルルートの確立
に向けて取り組む。

	 　太陽光発電パネルについては、環
境大臣の時代から普及に取り組んでき
た。

	 　大型のZEV車両は自動車メーカーが
開発中であり、その状況を踏まえて対
処し、普及に関しては協会と連携してい
きたい。

栗岡 環境局長：　リチウムイオン電池に
ついて、安全な回収やリサイクルの推
進に向けて、ポスター、動画等で広く都
民などに周知してきた。区市町村にも分
別回収の取組に対して支援を行ってお
り、更なる活用を促していく。今後も協
会と協力して取り組みたい。

安部 都市整備局技監の回答：
　建設泥土改良土の利用促進について
は、建設リサイクルガイドラインを作成
するなどして、有効利用に努めている。

	 　再生骨材の利用拡大に向けて、現状
把握のため、今年度業界団体にヒアリ
ングをしており、庁内で情報共有しなが
ら、まずは都関連工事での使用実績を
重ねていく。

（再度の要望）
鈴木 会長：　リチウムイオン電池の発火
があると、処理施設周辺の住民からここ
から出ていくよう言われる。テレビで、
市民、都民にわかりやすいCMをお願い
したい。

環境局長：　ご意見を受けとめ、周知の方
法を検討したい。

小池知事に要望書を手渡す鈴木会長と出席役員

東京都では、現場の声を次年度予算に反映させるため、業界団体等からの要望を聞い
ている。当協会は、令和 4 年 12 月 13 日㈫１０：４０－１０：５０に、鈴木会長、五十嵐
副会長、加藤副会長、木村専務理事の４名で要望を行った。

令和５年度  東京都予算に対する小池知事ヒアリング

東京都予算に対する小池知事ヒアリング
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東京都予算に対する小池知事ヒアリング

第６９回　関東地域協議会　が開催された

１	 会長会議	 １２：００～１３：００
次回の春（４月）の協議会は、対面

方式により東京都内で開催することを決
定した。
「第１９回産業廃棄物と環境を考える
全国大会」（令和５年秋）の開催につい
ては、全産連の３月の理事会で決定する
が、開催する場合は東京都内で行う旨の
確認をした。
全国産業資源循環連合会政治連盟か

ら、今後の進め方について、説明があっ
た。

２	 協議会	 １３：３０～１６：３０
(1)	 災害廃棄物の処理について
令和元年以降の災害廃棄物処理対応

事例について、千葉県、埼玉県、栃木県、
神奈川県、茨城県から報告があった。資
料として、各都県行政と各協会との協定
書が示された。
千葉県協会会長（協議会会長）から、

「自都県の協会会員のみでは処理しきれ
ないときに関東圏内で処理する応援体制
を考えていきたい。そのため、全産連の
災害廃棄物検討委員会に関東地域協議会
から参加している大賀氏を中心に検討を
進め、４月の関東地域協議会で途中報告
をもらいたい。」との話があり、了承さ
れた。

(2)	 全国産業資源循環連合会の活動報告
１０月に新たに就任した室石専務理

事から、以下の説明があった。
①		産業廃棄物処理検定が、令和４年７
月に環境教育等促進法に基づく「人
材認定等事業」として、環境大臣か
らの認定を受けた。

②		外国人技能実習制度については、専
門家会議による審査に向けて、実習
内容等について、令和４年度上半期
に３回、厚生労働省と打合せを行っ
た。

③		労働安全衛生等への取組について
は、第３次労働災害防止計画の策定
に関して各協会からいただいた意見
を元に、全産連内で検討を深めてい
く。

(3)	 環境省廃棄物規制課長 松田尚之氏の 
講演「産業廃棄物行政の現状と今後の
課題」
不法投棄・不適正処理の状況と対策、

産業廃棄物分野のデジタル化・電子マニ
フェストの普及拡大、資源循環分野の脱
炭素化、水銀・石綿・ＰＯＰｓ・感染性
廃棄物対策、ＰＣＢ処理、について講演
があった。

令和 4 年 11 月 25 日㈮午後に、山梨県甲府市内において、第６９回関東地域協議
会が開催された。当協会からは、鈴木会長、細沼副会長及び木村専務理事が出席した。

	 協会事務局
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東京都廃棄物審議会  傍聴記

2022 年 12 月 16 日㈮午前 10 時〜正午に東京都廃棄物審議会がオンラインで開催され
た。委員である当協会鈴木宏和会長は所用につき欠席であった。専務理事 木村がオンラ
インで傍聴したので、会議の内容をここに記す。

	 専務理事　木村 尊彦

1	 栗岡 環境局長あいさつ :
2021年 9月には、東京都資源循環・

廃棄物処理計画を改定した。本日は廃棄
物審議会第8期の第1回目となる。今回は、
災害廃棄物処理計画の5年ぶりの改定を
諮問する。

2	 会長選出 :
委員の互選により、森本英香（早稲田

大学 法学部教授）氏が会長に選出された。

3	 会長代理 :
会長代理には、会長の指名により、宮

脇健太郎（明星大学 理工学部教授）氏が
就任した。

4	 都知事からの諮問 :
東京都災害廃棄物処理計画の改定を諮

問する。前回の改定から5年が経過したが、
この間、台風被害が増えていること、本年、
直下型地震の被害想定が改定されたこと
から、風水害への対応のあり方を検討す
ることと実効性のある計画にすることをお
願いする。
諮問のあと、災害廃棄物処理計画の進

捗状況と今回の改定のポイントの説明が
環境局からあった。

5	 東京都資源循環・廃棄物処理計画の
主な施策の実施状況
標記の件について、1　資源ロスの更

なる削減、2　廃棄物の循環利用の更な
る促進、3　廃棄物処理システムの強化、	
4　健全で信頼される静脈ビジネスの発
展、5　社会的課題への的確な対応、にわ
けて環境局から説明があった。

6	 委員からの質問・意見と都からの回答
岡山朋子 委員（大正大学 地域創生学部
教授）:
1	 食品リサイクルが進んでいない。その
理由は、23区の処理料金が安いため。
循環のために23区の処理料金を是正
すべきである。

2	 エコセメントを23区でももっと進め
るべきである。

3	 太陽光パネルの大量廃棄に備えて、処
理体制に万全を期されたい。

4	 廃食品が取り合いになって、リサイク
ル業者のつぶしあいにならないよう
に、業界の調整、それに対する支援を
都が行われたい。

東京都の回答 :
1	 都も同じ認識。料金設定は区の判断だ
から、区と意見交換したい。

2	 23区もセメント原料化の動きはある
ので、東京23区清掃一部事務組合と
調整していく。

3	 2022年に協議会を立ち上げ、リサイ
クルの取組を進めている。事業系パネ
ルのリサイクルルートに家庭用パネル
を乗せるようにしたい。

4	 東京都食品ロス削減パートナーシップ
会議を設置しており、民間事業者と意
見交換している。

佐藤泉 委員（弁護士）:
リユース・リサイクルの境界線にあるも

のはリユースすべき。EUの拡大生産者責
任では、「修理」「再販売」に重点を置き
はじめている。部品を分解し再使用するこ
とを進めるべきである。廃棄物処理法の
処理委託契約やマニフェストではこの点
がはっきりされていない。古物商との連携
が必要である。EUや米国では「修理する
権利」が保障される時代である。
東京都の回答 :
Repair、Reuseはこれからの中心になる。

2020東京大会でも調査を行ったが、人材
不足などの課題がある。容器包装のリユー
ス化など、社会インフラの整備が必要な
事柄について国にも発信していきたい。

鈴木隆博 委員（日本チェーンストア協
会 環境委員会委員）:
1	 災害発生時に、企業は、商品の片づけ
や損壊した建物の処理が早期回復を目
指すための第一目標になる。そのため
の分別をどこまでできるか、誰が収集
するか、また被害が大きければ国レベ
ルで広範な動きが必要である。

2	 資源化のスケールを高めるためには、
消費者の理解を得る必要がある。新技
術が環境負荷を本当に下げているかの
情報について行政がエビデンスを出し
てくれるとありがたい。

東京都の回答 :
1	 環境省の関東ブロック会議に参加して
広範囲に意見交換している。

2	 LCAを示して、カーボンハーフ、カー
ボンニュートラルに資するか否か情報
発信していく。

森本 会長 :
災害廃棄物処理で職員派遣は良いこと

である。宮城県大崎市からの災害廃棄物
を受け入れた経緯を知りたい。
東京都の回答 :
水害があり、水に浸かった稲わらの処

分を、環境省を通じて都に依頼があり、
都内の区市町村の清掃工場での受け入れ
を協議し、実施した。

後藤麻里 委員（東京商工会議所 産業政
策第二部主任調査役）:
食品ロスは、減少傾向だが引き続き事

業者に働きかけていく必要がある。東京
商工会議所では、㈱クラダシと協定を結
ぶなど、企業と連携して食品ロス削減に
取り組んでいる。
東京都の回答 :
パートナーシップ会議で情報を共有し

ていく。

7	 今後のスケジュール
東京都から、次のように発言があった。
部会で議論を進める
2023年	5月中旬	 中間とりまとめを行う
	 5月下旬	 パブリックコメントに

かける
部会で議論を進める
９月上旬審議会を開催する
９月下旬審議会から答申を受ける



12 第 39巻第 11号　通巻第 389 号 13とうきょうさんぱい　令和 5年 2月 1日号

収集運搬委員会主催研修会

『ヒヤリハット動画を活用した KYT』

収集運搬委員会（加藤宣行 委員長）は、令和 4 年 11 月 18 日㈮ 14 時より、会員企業
を対象に「ヒヤリハット動画を活用した KYT」と題して、エッサム神田ホール 2 号館（千
代田区内神田）にて研修会を開催し、33 名の方にご参加いただきました。

●	 開会挨拶
加藤委員長より、「研修会の柱として

いるヒヤリハット動画を活用した KYT
を今回グループワーク形式で一人一人か
ら意見を出していただき、会場の皆さん
で情報を共有し、また会社に戻られてか
ら安全会議等で情報を共有することで事
故防止につなげていただきたいと思いま
す。また、収集運搬委員会では、来年度
以降もいろいろな企画や動画等で会員企
業様に情報発信をしてまいります。」と
の開会挨拶がありました。

●	 第 1 部　案内
「特殊車両通行制度について（大型車通

行適正化）」
国土交通省関東地方整備局道路部交

通対策課建設専門官 小澤龍矢氏より、
特殊車両通行制度資料を基に 2つのこ
とについて説明を受けました。
<内容 >

1.	 道路の老朽化について
近年、道路の老朽化対策が喫緊の課

題になっており、道路利用者の安全通行
を確保するため、適切な道路の維持管理
が求められています。
現状ではドライバー不足や物流の効

率化のため、車両の大型化も進み一部の

大型車による重量オーバー（過積載）に
より、老朽化した道路が更なるダメージ
をうけています。
また建設後 50 年を超える橋梁は

25%、10 年 後 は 54%、20 年 後 に は
74% まで急増する見込みになっていま
す。
2.	 特殊車両通行制度について（大型車

両）
一定の規格を超えた車両が特殊車両

に該当します。大型車の基準は幅2.5ｍ、
長さ 12 ｍ、高さ 3.8 ｍ、総重量 20t と
決められており、これを超える車両につ
いては特殊通行許可を申請しなければな
らないことになっています。
申請については国土交通省HPをご覧

くださいとの説明を受けました。

今回は主に大型車両についての話で
したが、現在、過積載車両の取締りが強
化されています。
運搬事業者（ドライバー）だけの問

題ではなく、荷主の行為に起因している
例も少なくありません。
過積載をすればドライバーが捕まり、

違反点数、罰金が科せられるので運搬事
業者から荷主に現状を理解してもらい、
円満な関係を築ければいいと思います。

収集運搬委員会

●	 第 2 部　研修会
「ヒヤリハット動画を活用した KYT（危

険予知訓練）」
株式会社ハチオウ 

代表取締役社長 森雅
裕氏に講師を務めて
いただき、また、司会・
動画編集には当委員
会副委員長であるテ
ィー・ビー・ロジス

ティックス株式会社 代表取締役 相川和
政氏にもご協力いただきまして、同業車
両のドライブレコーダーの動画を見なが
ら、事故防止につながる運転の情報を共
有しました。
内容は、
①ヒヤリハット動画（10 本程度）を

見ながら、想定される事故防止策を皆さ
んから発表してもらい、運転中は「～か
もしれない運転（予測運転）」の重要性
を共有しました。
②「一般道走行中の動画」「高速道路

走行中の動画」「駐車及び降車時の動画」
のヒヤリ場面の直前で画像を止めグルー
プワーク（12 班に分かれ）で、動画か
ら想定されることを一人一人意見を出し
てもらい発表しました。今回研修会に参

加されている方が、ドライバー、管理者
の立場から見た意見を多数出しました。
例えば「一般道走行中の動画」・「高

速道路走行中の動画」での KYT は、走
行中であれば、スピードの減速、脇から
自転車・バイクのすり抜け、路地から車
や人などの飛び出しなどが意見として出
ました。
まとめると交通事故が起こる時は、い

ろいろな要素が重なって起きます。運転
は、「運転行動の 3要素」認知→判断→
操作の繰り返しです。事故を起こしてし
まう前に KYT によって、認知のスキル
を高める事ができます。どんな危険が潜
んでいるのかが解らなければ、運転中に
何を確認すれば良いのかは解りません。
予測運転（～かもしれない運転（危険予
知））をすることで認知ミスを防ぎ、冷
静な判断や操作をすることができ安全運
転につながりますので心がけて運転しま
しょう。
「駐車及び降車時の動画」でのKYTでは、
右側のドアを開けるときは左手で行う、左
側のドアを開けるときは右手で行う、とす
れば後ろを振り返ることになるから、後ろ
から来る車にドアをぶつけずにすむ、とい
う実践例の発表もありました。

収集運搬委員会

グループワーク

森講師
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最後に「横断歩道における歩行者の
優先」（道路交通法第 38 条）について
説明がありました。
この法律は横断歩道を渡ろうとする

歩行者等がいる場合は、横断歩道の直前
で一時停止し、その通行を妨げてはなら
ないとあります。その中でも特に信号機
の無い横断歩道は数えきれないほどあり
ます。歩行者が渡ろうとしている場合は
必ず一時停止をしましょう。
そうすることでお互い気持ちよく 1

日を過ごせると思いますし、お手本とな
るような運転をこれからも心がけましょ
う。

●	 閉会の挨拶
有吉副委員長より「危険予知訓練の

研修会はコロナ禍でもありましたが 4
年間の集大成です。
来年度以降も一歩踏み込んだ研修会

を企画していきますので、またご参加下
さい。」との挨拶がありました。
また終了後のアンケートでは、今後

の研修会でテーマに取り上げてほしい内
容として、安全・ドライバー教育、人材
採用・定着、IT 活用その他多数のご要
望がありましたので、来年度以降もいろ
いろな情報を発信してまいります。
（収集運搬委員会
	 　日栄産業㈱　野村  邦博  記）

収集運搬委員会／新入会員紹介

ＪＯＭＹＡＫＵ 株式会社 
代表取締役　田平  誠人

賛助会員	 業種グループ ： システム・ソフトウェア・IT
	 廃棄物・リサイクル事業者の配車業務を効率化するＷｅｂツール

「まにまに」の開発、運営、販売、ＤＸ推進支援

〒 102-0081	 東京都千代田区四番町６ 東急番町ビル
☎  ０３（５７４５）３９０５

昨年亡くなられた高橋俊美前会長（享年７２歳）が、

死亡叙勲（旭日双光章）および叙位（従六位）を受章さ

れました。（令和４年 9 月 14 日）

故高橋前会長の死亡叙勲および叙位受章

令和４年 12 月 14 日、東京都庁にて伝達

式が行われ、高橋前会長の生前の功績に敬意

を表し、末村智子・東京都政策企画局総務部

長より、ご遺族（高俊興業株式会社　代表取

締役社長　高橋 潤 氏）に対し、位記、勲記

と勲章が伝達されました。

左：政策企画局総務部長　末村 智子 氏　　中央：高俊興業㈱ 代表取締役社長　 高橋 潤 氏
右：政策企画局秘書課長　下名迫 久嗣 氏

高橋前会長のご冥福をお祈りし、これまでのご尽力にあらためて感謝申し上げます。
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（一社）東京都産業資源循環協会

令和 4 年度
 安全衛生標語コンクール  入選作品決定

当協会の安全衛生推進委員会（細沼順人 委員長）では、昨年８月から９月にかけ

て安全衛生標語の募集を行いました。

 これは、労働災害をなくすことを目標とした標語を会員企業の従業員の皆さまに

考えていただきたいと願って令和３年度から始めた事業です。

今回令和４年度は 143 名様から応募がありました。ご応募ありがとうございました。

１１月９日の安全衛生推進委員会で厳正な審査のもと、安全衛生推進委員会 委員長

賞１作品、優秀賞２作品、佳作３作品を決定しました。ここに入賞作品を発表いたし

ます。入賞作品の授賞式を令和５年１月２７日の賀詞交歓会で執り行います。

なお、委員長賞及び優秀賞につきましては、ポスター※を作成して正会員企業へ配

布いたしますので、社内へ掲示し労働災害防止にお役立てください。

	✿ 安全衛生推進委員会　委員長賞
株式会社 五十嵐商会　　西原　　拓　様

危険個所気づいたときは即改善、�
今から、ここから、自分から

標語への思い・受賞の喜び
危険個所を発見したときは、他人ごとと思わずに自ら直ぐに改善するように動くこ

とが肝心です。見過ごすと必ず災害は発生します。「あの時、自分が直ぐに改善すれ
ばよかった・・」等、後悔がないようにしたいものです。
この賞を受賞できて誠に光栄でございます。

※ 18 ページをご参照ください

	✿ 優秀賞
株式会社 三凌商事　　萬代　高広　様

忘れずに！�
「ゆとり」　「確認」　「かもしれない」

標語への思い・受賞の喜び
他者に譲る心のゆとりを持ち、確実な確認と、「かもしれない運転」により事故を

防ぎ、業界のイメージアップに繋がればと思い標語にいたしました。

	✿ 優秀賞
株式会社 三凌商事　　宮野入　悠也　様

変わる環境　変わらぬ基本�
注意　気配り　ゼロ災害

標語への思い・受賞の喜び
コロナ禍で生活スタイル、働き方が変化していますが安全に対する基本はしっかり

守り、事故・怪我・災害がないようにという気持ちを込めて考えた標語がこの度選ばれ、
大変嬉しく思います。ありがとうございました。

	✿ 佳　作
株式会社 京葉興業　　鶴丸　勝利　様

リスクに気づくアンテナ磨け　当事者意識で事例共有�
ゼロ災目指すミーティング

	✿ 佳　作
株式会社 三凌商事　　近藤　廣美　様

慣れた作業の隠れたリスク。初心忘れず指差呼称

	✿ 佳　作
相田化学工業 株式会社　　若林　千恵　様

危険の放置はみんなの責任�
保持しよう　一人ひとりの安全意識

安全衛生標語コンクール入選作品決定
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安全衛生標語コンクール入選作品決定

SDGs と言われても一体なにをしたらいいのだという声を聞く。そこで、広報委員会では、毎月、
SDGs の目標を一つずつ取り上げ意見交換することとした。17 回連載の今回は 3 回目である。

目標３	 保健

•	 従業員のために健康経営を進め、定期健診１００％受診、人間ドック推奨、二次健診
の受診とその後の治療等のためのフォローをしっかり行う。

•	 会社の福利厚生で、濃厚接触時の休暇付与や、インフルエンザワクチン接種の費用
負担を。 

•	 従業員・地域住民からペットボトルのキャップを集めて、NPO法人に寄付し、その売
却益で世界の子どもにワクチン接種をしてもらう「エコキャップ運動」を支援しよう。 

•	 有害物質・大気・水質・土壌の汚染防止のため、産業廃棄物の適正処理を再認識・
再確認する。 有害性のない物質への転換を検討し、実行しよう。

•	 交通事故防止のため、動画によるヒヤリハット研修や、ドライバーの健康管理を徹底
しよう。 

•	 健康被害←たばこを吸う人→電子タバコ増→LiB発火→処理工場の火災→周辺住民
に煙害→学校も休校。よって公私ともどもたばこ規制をさらに強化する。

•	 世界規模の課題に対処できる政府と政治家を選ぶ投票行動をしよう。

SDGs への取組

【あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する】
□ 3.1 2030 年までに、世界の妊産婦の死亡率を出生 10 万人当たり 70 人未満に削減する。
□ 3.2 すべての国が新生児死亡率を少なくとも出生 1,000 件中 12 件以下まで減らし、5 歳以下死亡

率を少なくとも出生 1,000 件中 25 件以下まで減らすことを目指し、2030 年までに、新生児
及び 5 歳未満児の予防可能な死亡を根絶する。

□ 3.3 2030 年までに、エイズ、結核、マラリア及び顧みられない熱帯病といった伝染病を根絶する
とともに肝炎、水系感染症及びその他の感染症に対処する。

□ 3.4 2030 年までに、非感染性疾患による若年死亡率を、予防や治療を通じて 3 分の 1 減少させ、
精神保健及び福祉を促進する。

□ 3.5 薬物乱用やアルコールの有害な摂取を含む、物質乱用の防止・治療を強化する。
□ 3.6 2020 年までに、世界の道路交通事故による死傷者を半減させる。
□ 3.7 2030 年までに、家族計画、情報・教育及び性と生殖に関する健康の国家戦略・計画への組

み入れを含む、性と生殖に関する保健サービスをすべての人々が利用できるようにする。
□ 3.8 すべての人々に対する財政リスクからの保護、質の高い基礎的な保健サービスへのアクセス

及び安全で効果的かつ質が高く安価な必須医薬品とワクチンへのアクセスを含む、ユニバー
サル・ヘルス・カバレッジ（UHC）を達成する。

□ 3.9 2030 年までに、有害化学物質、ならびに大気、水質及び土壌の汚染による死亡及び疾病の
件数を大幅に減少させる。

□ 3.a すべての国々において、たばこの規制に関する世界保健機関枠組条約の実施を適宜強化する。
□ 3.b 主に開発途上国に影響を及ぼす感染性及び非感染性疾患のワクチン及び医薬品の研究開発を

支援する。また、知的所有権の貿易関連の側面に関する協定（TRIPS 協定）及び公衆の健康
に関するドーハ宣言に従い、安価な必須医薬品及びワクチンへのアクセスを提供する。同宣
言は公衆衛生保護及び、特にすべての人々への医薬品のアクセス提供にかかわる「知的所有
権の貿易関連の側面に関する協定（TRIPS 協定）」の柔軟性に関する規定を最大限に行使する
開発途上国の権利を確約したものである。

□ 3.c 開発途上国、特に後発開発途上国及び小島嶼開発途上国において保健財政及び保健人材の
採用、能力開発・訓練及び定着を大幅に拡大させる。

□ 3.d すべての国々、特に開発途上国の国家・世界規模な健康危険因子の早期警告、危険因子緩和
及び危険因子管理のための能力を強化する。
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医療廃棄物委員会（五十嵐 委員長）

開催日時：  11月28日㈪ 15時～	 場所：  協会会議室	 出席委員：  11名

議題及び内容

①	災害時の緊急通行車両の登録について
災害時にスムーズに緊急通行車両の登録をするために届出等について調査した。

各社が区市町村と協議する必要があることが報告された。

②	令和４年度医療廃棄物適正処理研修会（都医師会、都環境局、当協会の共催）に
ついて
プロジェクトチームで講義内容を検討し、感染性廃棄物処理マニュアルの改定により
追記になった部分を中心とすることとした。

次回開催日：  1月30日㈪ 15時～　協会会議室

理 事 会 ・ 委 員 会 報 告
第７９回 理事会　

開催日時：  12月14日㈬ 15時15分〜16時56分	 場所：   協会会議室
出席者：  理事18名　/　監事2名
議題：

１．決議事項
（１）新入会員の承認

２．協議事項
（１）今後、措置すべき事項、検討すべき事項

３．報告事項
（１）１０，１１月の月次会計報告及びマニフェスト販売状況
（２）予算要望知事ヒアリング（１２月１３日）の報告
（３）関東地域協議会（１１月２５日）の報告
（４）産業廃棄物処理業者に対する行政処分
委員会・部会報告

次回開催日：  第８０回理事会　1月11日㈬

中間処理委員会　破砕・圧縮分科会（二木 リーダー）

開催日時： 11月30日㈬ 14時〜	 場所：  協会会議室	 出席委員：  13名

議題及び内容 :

①	近接防止システムの紹介
㈱アクティオ様から産廃施設での重機の安全対策として、「４Sバックホー（Safety 

Sensor Stop Signal）＝磁界式二重検知装置を搭載した重機の近接防止システムによ
る人との接触防止」について説明いただいた。

②	令和5年度の活動について
3つの活動（案）を検討し、次回の分科会で具体的な活動詳細を決定する。

次回開催日：  2月27日㈪ 14時～　協会会議室

青年部 幹事会（矢部 部長）

開催日時：  11月29日㈫ 14時～	 場所：  協会会議室・オンライン併用	  
出席者：  15名（うちZoom参加者7名）

議題及び内容：

①	青年部施設見学会について
首都圏外郭放水路への施設見学会は、2023年 2月21日㈫に開催する。

②	青年部新春講演会・賀詞交歓会について
本年度は2023年1月24日㈫に青年部新春講演会・賀詞交歓会を行うこととした。

次回開催日：  12月16日㈮ 15時～　協会会議室

謹 賀 新 年謹 賀 新 年 2023 年　元旦

一般社団法人 東京都産業資源循環協会
会 長	 鈴 木 宏 和
専 務 理 事	 木 村 尊 彦
事 務 局 長	 鈴 木 眞 吾

 	 佐 伯 初 美
 	 髙 野 清 花
 	 松 田 和 泉
 	 深 井 裕 香
 	 小 熊 朋 恵
 	 中 澤 宏 子
 	 長 田 徳 子

広報委員会
委 員 長	 森    雅 裕
副 委 員 長	 吉 本 花 子
副 委 員 長	 大 崎 秀 也
	 福 田    隆
	 吉 野 猛 彦
	 佐 野 藤 治
	 小 林    豊
	 望 月 麻 子
	 石 野 伸 一
機関誌編集担当	 塩 沢 美 樹
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何処で 何をしている時 何がどうした 改善事項

１

がれき類破砕
工 場 砕 石 積
込み場で

ショベ ル ロ ー
ダーで砕石を小
型ダンプへ積込
時

小型ダンプの同乗者の方
が車を降り、ショベルロー
ダーへ接近し、バケット
に接触しそうになった。

重機オペレーターは常に
人の動きに注意し、その
場で運転手と同乗者に注
意喚起する。

２

がれき類破砕
工 場 砕 石 積
込み場で

ショベ ル ロ ー
ダーで砕石を大
型ダンプへ積込
時

大型ダンプへ積み込み最
中、ショベルローダーが
後退したときに小型ダン
プが接近して通過した。

常に後退時に目視確認を
行い、運転手の方にその
場で注意喚起する。重機
の作業エリアへの侵入防
止措置（パイロンの設置
など）も行う。

3

土質改良プラ
ントで

ショベ ル ロ ー
ダーで玉石を運
搬中

玉石運搬中にバケットか
ら玉石が落下し再度バ
ケットで取ろうとしたら、
玉石をタイヤで踏み、石
が飛んだ。

近道行為をしないで重機
を降り手で拾う。

4

がれき類破砕
工場（ベルト
コンベヤ脇手
選別場）で

ベルトコンベヤ
にてゴミを選別
中

ベルトコンベヤ手選別中 
大きな鉛が流れて来て除
去する際、あまりの重さ
に体ごと引っ張られた。

大きな異物を確認した際
は、ベルトコンベヤの停止
ボタンを押し、停止させ
てから異物を除去する。

5

土質改良プラ
ント出入口付
近

改良プラントで
大型ダンプが残
土を降ろす際

大型ダンプが残土を降ろ
したのち、荷台を下げず
出口に進みゲートに接触
しそうになった。

荷台を下げずに発進した
ら、外部スピーカ―やク
ラクションを使い注意喚
起する。（注意喚起の看板
の設置あり）

6

がれき類破砕
プラント内の
昇降階段で

昇降階段を降り
る際

昇降階段を下りている途
中、小石に足を取られ転
倒しそうになった。

必ず手すりを使い、毎日
掃除し、小石や異物があ
るときは、その都度取り除
く。

「ヒヤリ・ハット」の事例がございましたら、協会までお寄せください。

163
（令和 5年 1月 11日現在）

月 日 曜日 行事予定 備考

2

3 金 全産連　；　令和４年度第２回全国正会員事務局責任者会議 *WEB開催

7 火 安全衛生研修会　１４：００～１６：３０ エッサム神田ホール2号館（千代田区）

8 水 広報委員会　１０：００～ 協会会議室

10 金 収集運搬委員会　１３：３０〜 協会会議室

13 月 ＪＷセンター、全産連、大阪協会　と会議　１３：３０～１５：３０ *WEB開催

15 水 法制度検討委員会 １４：３０～ 協会会議室

16 木 女性部　幹事会　／　法律勉強会 協会会議室

17 金 多摩支部　適正処理意見交換会 たましんRISURUホール（立川市）

20 月 中和・脱水分科会　１４：００～ 協会会議室

21 火 青年部　施設見学会 首都圏外郭放水路（埼玉県）

22 水 人材確保プロジェクト　１４：００～ 協会会議室

27 月 破砕・圧縮分科会　１４：００～ 協会会議室

3

2 木 安全衛生推進委員会　１５：００～ 協会会議室

8 水
広報委員会　１０：００～ 協会会議室

三役会議　／　常任理事会　／　第８１回理事会 協会会議室

14 火 全産連　；　理事会 WEB開催若しくは全産連会議室

16 木 女性部　幹事会 協会会議室

23 木 青年部　幹事会 協会会議室

28 火
総務委員会　１４：００～ 協会会議室

常任理事会　１５：００～ 協会会議室

表紙の言葉
●今月の写真：  ［生まれ変わる公共トイレ］神宮前公衆トイレ（渋谷区）

赤い屋根に白い壁、まるで一軒家に見えますが、
トイレです。日々変わりゆく東京とは対象的に、
高いビルの片隅にひっそりとたたずんで（左の写
真）、使う人が懐かしくも新しくも感じられるよう
「温故知新」をコンセプトにデザインされました。

●参照：「THE TOKYO TOILET」（日本財団）☞https://
tokyotoilet.jp　●撮影者： 塩沢 美樹（機関誌編集担当）
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社会保険の適用拡大と 

老齢年金について

今 井 正 美
社会保険労務士

昨年１０月の社会保険適用拡大により、３人のパート社員が新たに社会保険に加

入しました。その内の１名は、すでに老齢年金を受給しています。�  

　在職中の年金受給の仕組みも変わったと聞きますが、年金制度の改正理由や、今後の

社会保険の適用拡大、老後に受給する老齢年金について教えて下さい。

Ａ１	 年金制度の改正について

「年金制度の機能強化のための国民年金法等の一部を改正する法律」（以降「年金

制度改正法」という。）が令和２年５月に成立しました。

今回の年金制度改正について、年金制度改正法Ｑ＆Ａでは「今後の社会・経済の

変化を展望すると、人手不足が進行するとともに、健康寿命が延伸し、中長期的に

は現役世代の人口の急激な減少が見込まれる中で、特に高齢者や女性の就業が進み、

より多くの人がこれまでよりも長い期間に渡り、多様な形で働くようになることが

見込まれます。こうした社会・経済の変化を年金制度に反映し、長期化する高齢期

の経済基盤の充実を図る必要があるため。」と説明しています。

主な改正内容は、①被用者保険（厚生年金保険・健康保険）の適用拡大、②在職

中の年金受給のあり方の見直し、③年金受給開始時期の選択肢の拡大、④確定拠出

年金の加入可能要件の見直しなどで、施行日はその改正内容により令和２年６月の

公布日以降、令和５年１０月までの１１段階に分かれています。

なお、厚生労働省の諮問機関である社会保障審議会年金部会では、年金財政につ

いて５年ごとに検証を行っており、国民年金の被保険者期間を４０年から４５年（現

在の６０歳までから６５歳までに５年間延長）とする案や、企業規模要件（５１人

以上）の廃止による被用者保険対象者の更なる拡大などが検証事項として挙げられ

ております。

Ａ２	 社会保険の適用拡大について

１　社会保険への加入要件について

（１）	 加入が義務付けられている事業所（適用事業所）

①	 法人の事業所（事業の種類を問わない）

②	 常時５人以上の従業員を使用する一定の業種（飲食業・理容業・農林水産業など）

を除く個人事業所

（２）	 対象労働者（被保険者）

①	 適用事業所に常時使用される７０歳未満の労働者

②	 １週間の所定労働時間及び１ケ月の所定労働日数が、上記①の社員の４分の３

以上であるパート・アルバイト等の短時間勤務の労働者

※	 Ａ２の１は日本年金機構資料「厚生年金保険・健康保険制度のご案内」より抜粋

２　これまでの１（２）②以外の短時間勤務労働者への義務的適用

（１）	 従業員数５０１人以上の事業所で使用され、一定の条件を満たす人（２０１６年４月か

ら）

（２）	 労使合意により、従業員数５００人以下の事業所において、一定の条件を満たす人

（２０１７年４月から）

３　年金制度改正法施行により、義務的適用となる短時間勤務労働者

（１）	 ２０２２年１０月からの適用拡大（①～⑤の要件を全て備える労働者）

①	 従業員数１０１人～５００人の事業所で使用されている人

・	 従業員数は社会保険の被保険者数
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・	 直近１２か月のうち６か月で１００人を上回ったら適用対象

・	 法人は同一の法人番号を有する全事業所単位、個人事業主は個々の事業所

単位

②	 週の所定労働時間が２０時間以上３０時間未満で働いている人

・	 契約上の所定労働時間であり、臨時に生じた残業時間は含みません。

	 ただし、実労働時間が２か月連続で週２０時間以上となり、なお引き続く

と見込まれる場合には、３ケ月目から社会保険への加入が必要となります。

③	 賃金月額が８. ８万円以上で働く人

・	 月額賃金は基本給や諸手当を指します。（残業代・賞与・臨時的な賃金、通

勤手当・精皆勤手当等は含まれません。）

④	 ２ケ月を超える雇用見込みがある人

・	 雇用期間が２か月以内であっても、雇用契約書等においてその契約が更新

される場合がある旨の明示や、更新により２か月を超えて雇用された実績

がある場合を含みます。

⑤	 学生ではない

・	 夜間学生や休学中の学生は加入対象

（２）	 ２０２４年１０月からの適用拡大

従業員数５１人～１００人の事業所で、上記３（１）の②から⑤と同様の条件で

使用されている人（従業員数については（１）①と同様の考え方で１００人を５０

人に）

※	 Ａ２の２、３は厚生労働省ホームページ「社会保険適用拡大特設サイト」より抜粋

Ａ３	 老齢年金について

１　公的年金制度とは

公的年金は予測できない将来に備える、生涯にわたる「保険」です。

（１）人は何歳まで生きるか予測できない⇒老齢年金（終身）の支給

（２）いつ障害を負ったり、小さな子どもがいる時に配偶者を亡くすかわからない

⇒障害年金・遺族年金の支給

２　老齢年金制度

老齢年金は、公的年金制度の加入者であった者の老後の保障として給付され、原

則として、６５歳になった時に支給が始まり、生涯にわたって受け取ることができ

ます。老齢年金を受け取るためには、厚生年金や共済組合等の加入期間を含めた国

民年金の保険料納付済期間と保険料免除期間などを合算した資格期間が１０年以上

必要となります。加入していた年金制度により、国民年金の「老齢基礎年金」と厚

生年金保険の「老齢厚生年金」が支給されます。

３　国民年金（老齢基礎年金）

（１）	 被保険者種別（1986 年 4 月より適用）

（２）	 加入期間

国民年金保険料を納付した期間や免除を受けた期間（経済的理由等で全額免除を

受けた期間や学生納付特例等は 1/2 等に換算）のほか、会社員や公務員として厚生

年金保険や共済組合（現在は厚生年金）等に加入した期間や、専業主婦（主夫）と

して国民年金に加入していた期間についても、老齢基礎年金の計算に含まれます。

自営業者や専業主婦（主夫）など 
国民年金のみに加入していた方

会社員や公務員など厚生年金保険や 
共済組合等に加入したことがある方

国民年金（老齢基礎年金）

老齢厚生年金（共済年金）

第 1 号被保険者 第 2 号被保険者 第 3 号被保険者
20 歳以上 60 歳未満の自営業
者・フリーランス・学生・無
職の人など

会社員・公務員 性別を問わず、第 2 号被保険
者に扶養されている 20 歳以
上 60 歳未満の配偶者（年収
130 万円未満）

国民年金のみ 国民年金と厚生年金 国民年金のみ
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（３）	 受給額

２０歳から６０歳になるまでの４０年間の国民年金の加入期間等に応じて年金額

が計算されます。４０年間の保険料（６０歳以降の追納を含む）を全て納めた場合に、

令和４年４月現在の満額は７７７, ８００円 / 年額（物価の伸びよりは給付を抑える

マクロ経済スライドにより、毎年度の年金額は上下する）となります。

４　老齢厚生年金

（１）	 受給額

厚生年金保険に加入していた時の報酬額や加入期間等に応じて年金額が計算され、

国民年金（老齢基礎年金）の受給資格期間を満たした場合、原則６５歳から受給で

きます。

・	 平均標準報酬月額×加入期間×給付乗率（平成 15年 3月までは 7.125/1000、

平成 15 年 4月以降は 5.481/1000 ただし、昭和 21 年 4月 1日以前生まれの

方は異なります。）

（２）	 年金の繰上げ支給・繰下げ支給

①	 繰上げ支給（６５歳前に年金を受け取る）

老齢基礎年金・老齢厚生年金（同時に繰上げ）は、希望すれば、本来の受給年

齢（６５歳）よりも早い時期に受け取ることができます。繰上げ受給は、６０歳か

ら６５歳になるまでの間に請求することができます。繰上げ受給の請求をした時点

（月単位）に応じて、本来の受給開始日までの月数ごとに老齢基礎年金及び老齢厚

生年金の年金額がそれぞれについて減額（下記５（２）表①を参照）され、その

減額率は生涯変わりません。

②	 繰下げ支給（６５歳以降に年金を受け取る）

老齢基礎年金・老齢厚生年金（どちらか一方のみの繰下げも可能）は、希望すれば、

本来の受給年齢（６５歳）よりも遅い時期に受け取ることができます。繰下げ受給

は、６６歳から７５歳（昭和２７年４月１日以前生まれの方は７０歳）になるまで

の間に請求することができます。繰下げ受給の請求をした時点（月単位）に応じて、

本来の受給開始日までの月数ごとに年金額が増額（下記５（２）表②を参照）され、

４８０月（加入可能年数４０年×１２月）

（保険料納付済月数＋保険料免除月数×免除月の反映割合）
７７７, ８００円　×

その増額率は生涯変わりません。ただし、２０年以上被保険者期間があり、「年下

配偶者」や「１８歳未満の子ども」がいる等の条件を満たす場合は、老齢厚生年金

の上乗せ制度である加給年金が受給できますが、繰下げたことにより配偶者が６５

歳に達する、子どもが１８歳に達する等により、加給年金の受給資格が消滅する場

合も出てきます。

（３）	 在職老齢年金（働きながら年金を受け取る）

７０歳未満の方が会社に在職し厚生年金保険に加入している場合等に、老齢厚生

年金の額と給与や賞与の額（総報酬月額相当額）に応じて、年金が受給できる制度

①	 老齢厚生年金月額（加給年金額を除く）、②給与月額（標準報酬月額）、③直近

１年の賞与（標準賞与額）÷１２

・	 年金の全額支給⇒①②③の合計が４７万円（支給停止調整額：改定あり）

以下の場合

・	 年金の支給停止⇒①②③の合計が４７万円を超える場合

	 支給停止月額⇒（①＋②＋③－４７万円）×１/２

（４）	 特別支給の老齢厚生年金

受給年齢６５歳になる前に、生年月日や男女の別により６０歳代前半から６５歳

になるまでの間、老齢厚生年金（報酬比例部分）が受給できる経過的な制度

上記（２）の繰上げ・繰下げ支給は対象外

※	 Ａ３の１から４は日本年金機構資料「老齢年金ガイド（令和４年度版）」より抜粋

５	 年金制度改正法により見直しとなる老齢年金制度

（１）	 在職中の年金受給のあり方の見直し（令和４年４月１日施行）

①	 在職定時改定制度の導入

高齢期の就業継続を早期に年金額に反映するため、在職中の老齢厚生年金受給

者（６５歳から７０歳到達まで）の年金額を毎年定時に改定⇒在職中であっても、

毎年１０月に前年９月から当年８月までの被保険者期間が年金額に反映されます。

（在職中は年１回改定：改定時期は毎年１０月）
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基準日（毎年９月１日）において、被保険者である老齢厚生年金の受給者の年

金額について、前年９月から当年８月までの被保険者期間を算入し、基準日の属す

る月の翌月（毎年１０月）分の年金から改定される。

②	 特別支給の在職老齢年金の支給停止調整額の引き上げ

６０歳から６４歳に支給される特別支給の老齢厚生年金を対象とした在職老齢

年金制度について、支給停止調整額が２８万円から４７万円に引き上げ（６５歳以

降は改正前より４７万円）られ、年金が支給停止とならない範囲が拡大された。

（２）	 年金受給開始時期の選択肢拡大（令和４年４月１日施行）

①	 繰上げ支給

②	 繰下げ支給

※	 Ａ３の５は厚生労働省資料「年金制度の機能強化のための国民年金法等の一部を改正す

る法律の概要」より抜粋

請求時の 
年齢 60 歳 61 歳 62 歳 63 歳 64 歳 65 歳

（原則）

減額率 76％ 80.8％ 85.6％ 90.4％ 95.2％ 100％

（繰上げ　－ 0.4％／月） （減額された年金額が生涯適用）

繰り下げの上限年齢を 75 歳まで拡大

請求時
の年齢 66 歳 67 歳 68 歳 69 歳 70 歳 71 歳 72 歳 73 歳 74 歳 75 歳

増額率 108.4％ 116.8％ 125.2％ 133.6％ 142％ 150.4% 158.8% 167.2% 175.6% 184％

（繰下げ　＋ 0.7％／月） （増額された年金額が生涯適用）

と う き ょ う さ ん ぱ い
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新年明けましておめでとうござい
ます。本年も事務局職員一同、一丸
となって業務に邁進してまいります
ので、ご指導ご鞭撻を賜りますよう
お願い申し上げます。
さて、３年ぶりに行動規制のない
年末年始となりましたが、いかがお
過ごしでしたでしょうか。久々の帰
省で家族とゆっくりされたり、長期
旅行をされたりと通常の過ごし方に
戻りつつあったようですが、一方で
は、大雪によるライフラインへの影
響や除雪作業に大変なご苦労をされ
た皆さまもおられますし、被害にあ
われた地域の皆さまには、心よりお
見舞い申し上げます。

協会では、昨年の定時総会以降、会員各位
および多岐にわたる関係各位のご協力を仰ぎ、
令和４年度の事業計画に基づいた活動が活発
化しております。コロナ禍を機に進んだオン
ライン化を継続しつつ、各委員会等主催によ
る研修会、他団体等との意見交換会、また施
設見学会が実施されており、本誌でも報告さ
せていただきました。また、脱炭素社会・デ
ジタル社会に向けた調査研究や、会員企業に
おける労働災害防止の徹底等にも継続して積
極的に取り組まれております。
現在は来年度の事業計画及び予算の策定中
でありますが、事務局におきましても、昨年
実施した「地区別懇談会」で会員の皆さまよ
りお聞かせいただいた貴重なご意見を真摯に
受け止め、今後の協会運営に努めてまいりた
いと思います。
この新しい年が素晴らしい年になりますよ
う、皆さまのご健康とご活躍をお祈り申し上
げます。

新年明けましておめでとうございま
す。本年も機関誌「とうきょうさんぱい」
をよろしくお願いいたします。
昨年は、不確実な時代を象徴するか
のような一年でした。長期化するロシ
アのウクライナ侵攻と世界経済のファ
ンダメンタルズの悪化。一方、温暖化
対策や循環型社会への転換は、急がな
ければなりません。産業廃棄物処理業
界に於いても、革新的イノベーション
と社会変革に取り組まねばなりません。
さて、今年の行事を調べてみまし

た。4月に、黒田日銀総裁の任期が満了を迎え
ます。異次元緩和政策の路線はどうなるのでしょ
うか。5月には、G7サミットが広島で開催され
ます。今秋9月1日は、関東大震災から100年
となります。9月～10月には、ラグビーワール
ドカップ 2023がフランスで開催。前回大会は
「One Team」で奇跡を起こした日本。今回は「Our 
Team」。「一人ひとりがチームを引っ張る意識を
持つ。そうすることでチームは強くなっていく」
という思いが込められているそうです。そして、
10月1日からは「インボイス制度」が導入開始
となります。
都内では、今年も再開発は進行中です。日本
一の高さ約330mの高層ビルを含む新複合施
設「虎ノ門・麻布台プロジェクト」が開業予定。
東京オリンピック選手村跡地には、地上50階
の超高層マンション2棟を含む「晴海フラッグ
（HARUMI FLAG）」が完成予定です。もう一方で、
「中野サンプラザ」は周辺地域の再開発のために
閉館予定だそうです。
そして、今年のNHK 大河ドラマは「どうす
る家康」です。「厭離穢土欣求浄土」の旗印で
天下泰平の世の礎を築き上げた徳川家康公が主
役。江戸幕府が無ければ今の東京はありえませ
ん。どんな家康公が演じられるのか楽しみでなり
ません。
今年も広報委員会一同、皆様への有用な情報
提供に心掛けて参ります。引き続きのご支援を
賜りますようお願い申し上げます。	 （森）
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副 会 長

㈱ 五十嵐商会
代表取締役 五 十 嵐 和 代

東 京 都 練 馬 区 三 原 台 ２ − １ − ２ ７

電 話 0 3 − 3 9 2 2 − 7 5 4 7

副 会 長

加藤商事 ㈱
代表取締役	
社 長 加 藤 宣 行

東 京 都 東 村 山 市 恩 多 町 １ − １ ２ − ３

電 話 0 4 2 − 3 9 2 − 1 0 0 1

会 長

㈱ 京葉興業
代表取締役 鈴 木 宏 和

東 京 都 江 戸 川 区 篠 崎 町 １ − ２ − ６

電 話 0 3 − 3 6 7 8 − 0 1 1 1

常 任 理 事

白井エコセンター ㈱
代表取締役 白 井 　 徹

東 京 都 足 立 区 入 谷 ５ − １ ６ − ２ ８

電 話 0 3 − 3 8 9 7 − 1 3 2 7

常 任 理 事

大谷清運 ㈱
代表取締役 二 木 玲 子

東 京 都 葛 飾 区 水 元 １ − ３ − １ ３

電 話 0 3 − 3 6 0 0 − 5 5 6 1

副 会 長

成友興業 ㈱
代表取締役 細 沼 順 人

東 京 都 あ き る 野 市 草 花 １ １ ４ １ − １

電 話 0 4 2 − 5 5 8 − 4 1 1 1

副 会 長

㈱ 三凌商事
代表取締役	
社 長 赤 石 賢 治

東 京 都 町 田 市 木 曽 東 １ − ３ ４ − ６

電 話 0 4 2 − 7 2 6 − 2 6 4 7

常 任 理 事

東京ボード工業 ㈱
代表取締役	
社 長 井 上 弘 之

東 京 都 江 東 区 新 木 場 ２ − １ １ − １

電 話 0 3 − 3 5 2 2 − 4 1 3 9

理 事

㈱ 太陽油化
代表取締役 石 田 太 平

東 京 都 板 橋 区 三 園 ２ − １ ２ − ２

電 話 0 3 − 3 9 3 8 − 0 0 2 2

理 事

㈱ 東京スタンドサービス
代表取締役 有 吉 嘉 一 郎

東 京 都 三 鷹 市 新 川 ２ − １ ４ − ２ ５

電 話 0 4 2 2 − 4 6 − 2 4 9 4

常 任 理 事

㈱ ハチオウ
代表取締役 森 　 雅 裕

東 京 都 墨 田 区 本 所 ４ − ２ ９ − ２

電 話 0 3 − 3 8 3 7 − 8 0 8 0

理 事

東港金属 ㈱
代表取締役 福 田 　 隆

東 京 都 大 田 区 京 浜 島 ２ ー ２ ０ − ４

電 話 0 3 − 3 7 9 0 − 1 7 5 1

正 会 員

㈱ Ｉ W Ｄ
代表取締役 杉 山 　 孝

神 奈 川 県 海 老 名 市 大 谷 北 ２ − １ − ４ ６

電 話 0 4 6 − 2 3 5 − 6 0 0 0

理 事

高俊興業 ㈱
代表取締役	
社 長 高 橋 　 潤

東 京 都 中 野 区 新 井 １ − １ １ − ２

電 話 0 3 − 3 3 8 9 − 8 1 1 1

正 会 員

㈲ アーク
代表取締役 志 賀 教 夫

東京都足立区西竹の塚１−１２−１４ IKO ビル３F

電 話 0 3 − 5 6 4 7 − 6 6 9 3

正 会 員

㈱ アーバンサービス
代表取締役	
社 長 榎 田 利 光

神 奈 川 県 横 浜 市 中 区 新 山 下 ３ − ７ − ２ ４

電 話 0 4 5 − 6 2 8 − 7 8 8 8

正 会 員

相田化学工業 ㈱
代表取締役 相 田 英 則

東 京 都 府 中 市 南 町 ６ − １ ５ − １ ３

電 話 0 4 2 − 3 6 8 − 6 3 1 1

理 事

㈱ 都市環境エンジニアリング
代表取締役	
社 長 新 川 　 研

東 京 都 江 東 区 木 場 ５ − ６ − ３ ５

電 話 0 3 − 5 6 3 9 − 0 7 4 0

正 会 員

㈱ アクアホーム
代表取締役 安 保 貴 史

東 京 都 武 蔵 野 市 吉 祥 寺 本 町 １ − １ ０ − ７

電 話 0 4 2 2 − 2 7 − 6 2 7 9

正 会 員

アトラス商事 ㈱
代表取締役 上 田 　 淳
神 奈 川 県 川 崎 市 宮 前 区 宮 崎 ２ − ７ − ４ ３

　　　　　　　　　　　エスティー宮崎台 1F

電 話 0 4 4 − 7 5 0 − 9 2 9 5

理 事

丸順商事 ㈲
代表取締役 矢 部 　 要

東 京 都 羽 村 市 富 士 見 平 ２ − １ − １ ４

電 話 0 4 2 − 5 5 4 − 2 2 2 9

監 事

㈲ スリーシープランニング
代表取締役 山 下 智 栄 子

東 京 都 品 川 区 南 品 川 ３ − ６ − ３ １

電 話 0 3 − 5 7 6 9 − 0 1 5 7

理 事

比留間運送 ㈱
代表取締役 比 留 間 宏 明

東 京 都 武 蔵 村 山 市 中 央 ２ − １ ３ ３ − １

電 話 0 4 2 − 5 6 5 − 1 3 3 6

正 会 員

㈱ 朝田商會
代表取締役 真 田 一 伸

東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 ３ − ４ − １

電 話 0 3 − 3 2 1 3 − 9 4 5 1
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正 会 員

㈱ 一不二総業
代表取締役 齋 藤 和 行
東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 ４ − ２ − ９

　　　　　シルキーハイツ九段南７０１

電 話 0 3 − 5 2 2 6 − 5 0 5 7

正 会 員

㈱ ウチダ
代表取締役 内 田 一 二 三

埼 玉 県 ふ じ み 野 市 駒 林 １ ８

電 話 0 4 9 − 2 6 3 − 9 7 7 7

正 会 員

㈱ 市川環境エンジニアリング
代表取締役	
社 長 水 谷 重 夫

千 葉 県 市 川 市 田 尻 ２ − １ １ − ２ ５

電 話 0 4 7 − 3 7 6 − 1 7 1 1

正 会 員

㈱ アルフォ
代表取締役
社 長 熊 木 　 浩

東京都千代田区永田町２−４−３永田町ビル

電 話 0 3 − 5 1 5 7 − 2 3 0 0

正 会 員

㈱ アンカーネットワークサービス
代表取締役	
C E O 碇 　 隆 司

東 京 都 葛 飾 区 新 宿 ３ − ９ − １ ５

電 話 0 3 − 3 6 0 0 − 5 8 7 3

正 会 員

栄和清運 ㈱
代表取締役 花 形 匡 晃

東 京 都 杉 並 区 堀 ノ 内 ２ − １ １ − ３ ２

電 話 0 3 − 3 3 1 7 − 2 2 8 1

正 会 員

浦野産業 ㈱
代表取締役 浦 野 知 昭

東 京 都 あ き る 野 市 原 小 宮 ２ − ３ − ３ ６

電 話 0 4 2 − 5 5 8 − 9 5 6 3

正 会 員

栄和リサイクル ㈱
代表取締役 金 城 虎 一
東 京 都 新 宿 区 西 早 稲 田 ２ − ９ − １ ６

　　　　　東急ドエルアルス早稲田２Ｆ

電 話 0 3 − 5 2 7 3 − 4 4 4 6

正 会 員

市川燃料チップ ㈱
代表取締役 彦 坂 裕 一

東 京 都 江 戸 川 区 平 井 ３ − ２ ３ − １ ７

電 話 0 3 − 3 6 3 6 − 3 2 8 0

正 会 員

永和鉄鋼 ㈱
代表取締役 永 井 　 健

東 京 都 西 多 摩 郡 瑞 穂 町 長 岡 ３ − ６ − ９

電 話 0 4 2 − 5 5 6 − 2 1 2 1

正 会 員

㈲ アベマキ
代表取締役 阿 部 真 樹

東 京 都 足 立 区 東 和 ２ − ２ ４ − １ ７

電 話 0 3 − 5 6 9 7 − 6 6 4 2

正 会 員

有明興業 ㈱
代表取締役 松 岡 和 人

東 京 都 江 東 区 若 洲 ２ − ８ − ２ ５

電 話 0 3 − 3 5 2 2 − 1 9 1 1

正 会 員

㈱ エコ・ファクトリー
代表取締役 有 田 一 成

東 京 都 稲 城 市 大 丸 １ ４ ３ ４ − ３

電 話 0 4 2 − 3 7 9 − 0 0 1 3

正 会 員

オーエム通商 ㈱
代表取締役 岡 村 睦 夫

東 京 都 八 王 子 市 小 津 町 １ ０ ６ − １

電 話 0 4 2 − 6 5 1 − 2 7 1 7

正 会 員

大久保興業 ㈱
代表取締役 大 久 保 　 憲

東 京 都 府 中 市 南 町 ２ − ３ ８ − ８

電 話 0 4 2 − 3 5 1 − 3 3 3 3

正 会 員

㈱ エコワスプラント
代表取締役 浅 尾 洋 和

東 京 都 西 多 摩 郡 日 の 出 町 平 井 ２ ２ − １ ０

電 話 0 4 2 − 5 9 7 − 1 1 1 5

正 会 員

㈱ 遠藤商会
取 締 役	
営 業 本 部長 石 山 力 丸

東 京 都 小 平 市 小 川 町 ２ − ２ ０ ４ ５ − ３

電 話 0 4 2 − 3 4 4 − 5 9 5 7

正 会 員

㈱ エバーグリーンライン
代表取締役 比 嘉 良 弘

神 奈 川 県 川 崎 市 川 崎 区 貝 塚 １ − １ − ５

電 話 0 4 4 − 2 2 1 − 6 5 7 0

正 会 員

ＮＫリサイクル ㈱
代表取締役
社 長 小 橋 克 史

東京都西多摩郡瑞穂町大字二本木字東樽ノ口４２９−１

電 話 0 4 2 − 5 5 7 − 7 5 5 8

正 会 員

㈱ 大空リサイクルセンター
代表取締役 和 田 敏 之

東 京 都 武 蔵 村 山 市 伊 奈 平 ５ − ４ ３ − ６

電 話 0 4 2 − 5 6 0 − 5 7 1 7

正 会 員

エスジー ㈱
代表取締役 塩 貝 　 大

東 京 都 足 立 区 宮 城 １ − ６ − １ ５

電 話 0 3 − 3 9 1 9 − 3 3 0 1

正 会 員

エコロジャパン ㈱
代表取締役 湯 田 隆 宏

事 業 部　 埼 玉 県 草 加 市 柳 島 町 ８ ３ ０ − １

電 話 0 4 8 − 9 2 9 − 8 2 2 1

正 会 員

エコシステムジャパン ㈱
代表取締役 増 山 仁 志

東 京 都 千 代 田 区 外 神 田 ４ − １ ４ − １

電 話 0 3 − 6 8 4 7 − 7 0 1 0

正 会 員

㈱ エコ・クリーン
代表取締役 霜 鳥 純 昭

東 京 都 足 立 区 西 新 井 ４ − ３ １ − ５

電 話 0 3 − 5 8 7 9 − 2 9 3 4
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正 会 員

㈱ カネテツ
代表取締役 阿 部 正 二

東 京 都 足 立 区 入 谷 ９ − ５ − １ ０

電 話 0 3 − 3 8 9 9 − 1 1 0 0

正 会 員

㈱ 川上商店
代表取締役	
社 長 有 田 一 成

東 京 都 稲 城 市 大 丸 １ ４ ６ ２ − ２

電 話 0 4 2 − 3 7 9 − 0 0 1 1

正 会 員

㈲ 金井商会
代表取締役 横 山 　 茂

東 京 都 町 田 市 金 井 町 ２ ５ ６ ３

電 話 0 4 2 − 7 3 5 − 5 6 7 7

正 会 員

㈱ カネダ
代表取締役	
社 長 金 田 　 隆

東 京 都 大 田 区 本 羽 田 １ − ２ ６ − １ ６

電 話 0 3 − 3 7 4 2 − 2 1 6 1

正 会 員

㈱ 要興業
代表取締役 木 納 　 孝

東京都豊島区池袋２−１４−８ 池袋 NS ビル

電 話 0 3 − 3 9 8 6 − 5 3 4 1

東証スタンダード上場

正 会 員

㈱ 加藤商事
代表取締役 加 藤 愼 次 郎

東 京 都 狛 江 市 東 野 川 ２ − １ ４ − ２

電 話 0 3 − 3 4 8 0 − 5 1 1 1

正 会 員

鹿島環境エンジニアリング ㈱
代表取締役	
社 長 新 川 隆 夫

東 京 都 港 区 元 赤 坂 １ − ５ − ３ １ 新 井 ビ ル

電 話 0 3 − 3 7 4 6 − 7 6 8 1

正 会 員

㈱ 小野組
代表取締役 小 野 　 誠

東 京 都 江 戸 川 区 東 小 松 川 ３ − ２ ６ − ７

電 話 0 3 − 3 6 5 4 − 7 3 6 7

正 会 員

㈱ オネスト
代表取締役 矢 作 将 彦

東 京 都 江 東 区 新 木 場 ４ − ３ — ２ ６

電 話 0 3 − 3 5 2 2 − 5 3 0 0

正 会 員

Ｏ K ＡＣＯＮ ㈱
代表取締役 岡 　 彦 吉
東 京 都 墨 田 区 江 東 橋 ４ − ２ ６ − ５

東京トラフィック錦糸町ビル南館 9階

電 話 0 3 − 3 6 3 5 − 5 6 2 1

正 会 員

太田商事 ㈱
代表取締役 太 田 敦 子

東 京 都 府 中 市 四 谷 ５ − １ ３ − １ ４

電 話 0 4 2 − 3 6 8 − 3 8 0 0

正 会 員

オオノ開發 ㈱
取 締 役	
営 業 部 長 朝 日 健 二
東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 １ − ６ − １

丸の内センタービルディング 4F

電 話 0 3 − 6 2 0 5 − 7 2 9 1

正 会 員

㈱ 環境システムサービス
代表取締役 加 藤 愼 次 郎

東 京 都 八 王 子 市 横 川 町 １ ０ ７ ６

電 話 0 4 2 − 6 2 5 − 8 1 2 0

正 会 員

㈱ 環境整備
代表取締役 廣 田 健 史

東 京 都 墨 田 区 横 川 ３ − ９ − ３

電 話 0 3 − 3 6 2 2 − 3 0 8 1

正 会 員

㈱ クレハ環境
代表取締役	
社 長 並 川 昌 弘

福 島 県 い わ き 市 錦 町 四 反 田 ３ ０ 番 地

電 話 0 2 4 6 − 6 3 − 1 2 3 1

正 会 員

㈱ グローブ産業
代表取締役 砂 本 一 也

東 京 都 足 立 区 小 台 １ − ２ ３ − ９

電 話 0 3 − 5 2 8 4 − 8 0 0 4

正 会 員

クリーンサービス ㈱
代表取締役 佐 藤 高 紀

東 京 都 清 瀬 市 旭 が 丘 ２ − ３ ３ ６ − １

電 話 0 4 2 − 4 9 1 − 9 8 8 8

正 会 員

㈱ 環境テコム
代表取締役 高 橋 俊 夫

東 京 都 板 橋 区 仲 宿 ２ ７ − ３

電 話 0 3 − 5 9 4 3 − 2 0 2 0

正 会 員

㈱ 木下フレンド
代表取締役 木 下 公 次

埼 玉 県 所 沢 市 東 所 沢 和 田 ３ − １ − １ ０

電 話 0 4 − 2 9 4 4 − 3 7 3 7

正 会 員

㈱ クマクラ
代表取締役	
社 長 熊 倉 　 毅

埼 玉 県 新 座 市 畑 中 ３ − １ − ５

電 話 0 4 8 − 4 7 9 − 0 3 9 1

正 会 員

㈱ グーン
代表取締役	
会 長 兼 社長 藤 枝 慎 治

神 奈 川 県 横 浜 市 金 沢 区 鳥 浜 町 １ ７ − ３

電 話 0 4 5 − 7 6 9 − 2 5 2 6

正 会 員

㈲ 峡南環境サービス
代表取締役 河 澄 秋 芳

山 梨 県 南 ア ル プ ス 市 戸 田 ９ １ ６ − １ ８

電 話 0 5 5 − 2 8 4 − 4 5 4 3

正 会 員

㈱ 環境技研
代表取締役 能 登 祥 文

東 京 都 板 橋 区 板 橋 ４ − １ ２ − １ ７

電 話 0 3 − 3 9 6 2 − 1 7 7 1

正 会 員

㈱ カワサキ商会
代表取締役 川 﨑 秀 樹

千 葉 県 市 川 市 日 之 出 ２ １ − １ − ６ ４ ３

電 話 0 4 7 − 3 6 9 − 6 1 2 6
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正 会 員

コスモ理研 ㈱
代表取締役 山 内 一 真

東 京 都 台 東 区 柳 橋 １ − １ ４ − ６

電 話 0 3 − 5 8 2 0 − 1 2 2 9

正 会 員

㈱ 光洲産業
代表取締役 光 田 栄 吉

神奈川県川崎市高津区久地４−１０−１１

電 話 0 4 4 − 8 2 2 − 0 7 9 5

正 会 員

甲陽興産 ㈱
代表取締役 北 ⻆ 治 太
東 京 都 千 代 田 区 内 神 田 ２ − １ １ − ６

　　　　　喜助内神田ビル７F

電 話 0 3 − 6 2 0 6 − 0 5 3 3

正 会 員

㈱ 工　運
代表取締役 高 橋 雄 一

東 京 都 大 田 区 矢 口 １ − ２ ５ − １ ６

電 話 0 3 − 3 7 5 9 − 7 2 1 1

正 会 員

㈱ コーエイクリーン
代表取締役 渡 部 潤 也

埼 玉 県 八 潮 市 木 曽 根 ５ ４ ６ − １

電 話 0 4 8 − 9 9 4 − 1 1 5 3

正 会 員

㈱ 駒　形
代表取締役 黛 亙

東京都江戸川区南篠崎町３−２−４逸見ビル 201

電 話 0 3 − 6 6 3 8 − 3 3 1 3

正 会 員

㈱ こばやし産業
代表取締役 小 林 大 丈

埼 玉 県 朝 霞 市 上 内 間 木 ３ １ ７ − ５

電 話 0 4 8 − 4 5 6 − 1 1 5 1

正 会 員

㈲ 権田商事
代表取締役 権 田 秀 之

東 京 都 大 田 区 羽 田 旭 町 １ − １ ６

電 話 0 3 − 3 7 4 5 − 3 0 8 3

正 会 員

㈱ 小池建材
代表取締役 小 池 龍 太

東 京 都 八 王 子 市 大 谷 町 ４ ８ １

電 話 0 4 2 − 6 6 0 − 0 5 1 5

正 会 員

株式会社 敬隣舎
代表取締役	
社 長 鈴 木 允 晴

東 京 都 板 橋 区 小 茂 根 ４ − ２ − １

電 話 0 3 − 3 9 5 8 − 0 5 0 1

正 会 員

㈱ ケイ・エム環境
代表取締役 宮 田 仁 史

埼 玉 県 吉 川 市 大 字 三 輪 野 江 ２ ３ ０ ０ − １

電 話 0 4 8 − 9 8 4 − 5 1 0 1

正 会 員

株式会社 ケイズ
代表取締役 小 林 真 二

東 京 都 昭 島 市 緑 町 ２ − ５ − ３ １

電 話 0 4 2 − 5 1 9 − 5 2 2 2

正 会 員

栄運輸 ㈱
代表取締役 鈴 木 尚 紀

東 京 都 葛 飾 区 水 元 １ − ２ ２ − ５ ６

電 話 0 3 − 3 6 0 9 − 2 8 4 0

正 会 員

㈱ ＪＲ東日本環境アクセス
代表取締役	
社 長 向 山 路 一

東 京 都 台 東 区 東 上 野 ３ − ４ − １ ２

電 話 0 3 − 3 8 3 6 − 1 5 5 1

正 会 員

㈱ 完山金属
代表取締役 完 山 一 範

東 京 都 八 王 子 市 館 町 ４ ６ ８ − ２

電 話 0 4 2 − 6 6 1 − 4 4 0 8

正 会 員

三東運輸 ㈱
代表取締役 田 口 裕 康

東 京 都 江 戸 川 区 篠 崎 町 ３ − １ ２ − ６

電 話 0 3 − 3 6 7 0 − 3 1 0 1

正 会 員

㈱ ＪＲＳ
代表取締役 鷹 取 　 賢

東 京 都 昭 島 市 大 神 町 ４ − １ １ ５ ２

電 話 0 4 2 − 5 4 6 − 2 1 0 1

正 会 員

相模原紙業 ㈱
代表取締役 鈴 木 雅 男

神奈川県相模原市中央区南橋本１−１８−１５

電 話 0 4 2 − 7 7 3 − 3 5 0 8

正 会 員

シグマテック 株式会社
代表取締役 深 江 伯 史

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 富 沢 町 ５ − ４

電 話 0 3 − 5 6 5 1 − 2 2 0 1

正 会 員

品川運輸 ㈱
代表取締役 毛 塚 久 恵

東 京 都 品 川 区 東 大 井 ２ − １ − ８

電 話 0 3 − 3 7 6 1 − 0 1 6 5

正 会 員

㈱ 首都圏環境美化センター
代表取締役 斉 京 由 勝

東 京 都 足 立 区 入 谷 ９ − ２ １ − １ ９

電 話 0 3 − 3 8 5 6 − 8 1 4 4

正 会 員

ＪＸ金属髙商 ㈱
代表取締役	
社 長 齋 藤 昭 夫
東 京 都 中 央 区 日 本 橋 ３ − ２ − ５

電 話 0 3 − 6 4 3 3 − 6 9 0 0

正 会 員

三光 ㈱
代表取締役	
社 長 三 輪 昌 輝

鳥 取 県 境 港 市 昭 和 町 ５ − １ ７

電 話 0 8 5 9 − 4 4 − 5 3 6 7

正 会 員

Ｊ & Ｔ環境 ㈱
代表取締役 露 口 哲 男

電 話 0 4 4 − 3 3 0 − 9 4 8 0

神 奈川県川崎市幸区堀川町５８０
　　　ソリッドスクエア東館９Ｆ

川崎本社
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正 会 員

㈱ スイーピングサービス
代表取締役 田 邉 昌 志

東 京 都 あ き る 野 市 瀬 戸 岡 ３ ６ ０ − １

電 話 0 4 2 − 5 9 7 − 6 1 1 1

正 会 員

Ｓ . Ｐ . Ｅ . Ｃ . ㈱   エコレ城南島
取 締 役	
工 場 長 佐 々 木 浩 志

東 京 都 大 田 区 城 南 島 ３ − ２ − ８

電 話 0 3 − 5 7 5 5 − 9 8 8 4

正 会 員

㈱ 全公研
代表取締役 松 田 智 之

東 京 都 江 東 区 南 砂 １ − ６ − １ １

電 話 0 3 − 3 6 4 9 − 8 0 6 1

正 会 員

㈱ 関商店
代表取締役 吉 田 　 潤

埼 玉 県 久 喜 市 久 喜 中 央 １ − １ ０ − １ １

電 話 0 4 8 0 − 2 3 − 5 5 5 8

正 会 員

新和環境 ㈱
代表取締役 梁 川 　 哲

東 京 都 新 宿 区 西 早 稲 田 ２ − ２ １ − １ ２

電 話 0 3 − 3 2 0 8 − 5 0 4 7

正 会 員

㈱ シンシア
代表取締役	
社 長 増 田 洋 介
東 京 都 品 川 区 南 大 井 ６ − ２ ６ − ３

　　　　　大森ベルポートD館 6F

電 話 0 3 − 3 7 6 4 − 5 3 0 0

正 会 員

㈲ 新城重機
代表取締役 新 城 敬 太

東 京 都 武 蔵 村 山 市 伊 奈 平 １ − ５ ９ − １

電 話 0 4 2 − 5 2 0 − 7 2 4 5

正 会 員

白井運輸 ㈱
代表取締役 白 井 　 護

東 京 都 足 立 区 鹿 浜 ３ − ２ ８ − ７

電 話 0 3 − 3 8 9 7 − 1 3 3 1

正 会 員

㈱ 新東京開発
代表取締役 林 　 伸 孝

千 葉 県 松 戸 市 常 盤 平 陣 屋 前 ３ − ２ １

電 話 0 4 7 − 3 8 3 − 5 3 5 3

正 会 員

仙台環境開発 株式会社
代表取締役 櫻 井 　 慶
（東京営業所）
東京都千代田区平河町２−４−５　平河町Ｋビル 2F

電 話 0 3 − 5 2 1 5 − 5 0 0 4

正 会 員

㈱ 昌和プラント
代表取締役 廣 木 直 江

神奈川県横浜市中区万代町２−３−１

電 話
神奈川県愛甲郡愛川町中津６９５７

本 社

厚木工場
0 4 6 − 2 8 5 − 8 1 1 1

電 話 0 4 5 − 6 8 1 − 9 0 2 7

正 会 員

㈱ 伸和運輸
代表取締役 宮 﨑 琢 朗

東 京 都 世 田 谷 区 船 橋 ７ − ２ ０ − １ ４

電 話 0 3 − 3 4 8 2 − 8 4 7 5

正 会 員

㈱ 高木造園
代表取締役 高 木 久 隆

東 京 都 あ き る 野 市 野 辺 ３ ９ ９ − ７

電 話 0 4 2 − 5 5 9 − 3 8 0 3

正 会 員

㈱ 大東運輸
代表取締役 小 林 剛 顕

東 京 都 江 東 区 新 木 場 ２ − １ ４ − １

電 話 0 3 − 3 5 2 1 − 7 3 1 1

正 会 員

第三東海 ㈱
代表取締役 仙 頭 宏 史

東 京 都 千 代 田 区 神 田 神 保 町 １ − ２

電 話 0 3 − 3 2 9 2 − 0 1 3 5

正 会 員

大興運輸倉庫 ㈱
代表取締役 片 山 　 饒

東 京 都 江 東 区 枝 川 ２ − ７ − ８

電 話 0 3 − 5 6 5 3 − 0 7 0 0

正 会 員

第一輸送 ㈱
代表取締役 篠 原 周 治

東 京 都 足 立 区 加 賀 １ − １ ２ − ９

電 話 0 3 − 3 8 5 5 − 0 1 8 8

正 会 員

㈲ 髙　興
代表取締役 石 川 市 郎

東 京 都 八 王 子 市 高 月 町 ５ １ ５

電 話 0 4 2 − 6 9 1 − 1 9 1 9

正 会 員

㈱ 貴　藤
代表取締役 池 ノ 谷 新 吾

東 京 都 昭 島 市 拝 島 町 ３ − １ − ３

電 話 0 4 2 − 5 4 5 − 6 0 2 7

正 会 員

鷹取建材 ㈱
代表取締役 鷹 取 　 賢

神 奈 川 県 相 模 原 市 緑 区 川 尻 ５ ２ １ ８ − １

電 話 0 4 2 − 7 8 3 − 0 7 7 3

正 会 員

㈱ 第一建設
代表取締役 松 本 秀 昭

東 京 都 福 生 市 大 字 熊 川 １ ４ ３ ８ − １ ０

電 話 0 4 2 − 5 5 2 − 3 0 2 1

正 会 員

㈱ 調布清掃
代表取締役 梶 原 良 介

東 京 都 調 布 市 深 大 寺 東 町 ５ − ８ − １

電 話 0 4 2 − 4 8 5 − 1 1 6 6

正 会 員

㈱ タケエイ
代表取締役	
社 長 阿 部 光 男

東京都港区芝公園２−４−１　Ａ−１０Ｆ

電 話 0 3 − 6 3 6 1 − 6 8 3 0

正 会 員

総合商社 桂商店 ㈱
代表取締役 桂 　 義 雄

千 葉 県 千 葉 市 若 葉 区 大 宮 町 １ ９ ５ ９ − ２

電 話 0 4 3 − 3 0 9 − 4 1 1 1
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正 会 員

東京エコリサイクル ㈱
代表取締役	
社 長 植 木 　 茂

東 京 都 江 東 区 若 洲 ２ − ８ − ２ １

電 話 0 3 − 3 5 2 2 − 6 6 9 0

正 会 員

㈱ 東京クリアセンター
代表取締役	
社 長 熊 木 　 浩
東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 ２ − ４ − ３

　　　　　永田町ビル９Ｆ

電 話 0 3 − 5 1 5 7 − 1 8 8 1

正 会 員

ティー･ビー・ロジスティックス ㈱
代表取締役 相 川 和 政

埼 玉 県 八 潮 市 大 字 浮 塚 １ ０ ０ 番 地

電 話 0 4 8 − 9 9 4 − 1 3 1 1

正 会 員

千代田鉱砕 ㈱
代表取締役 伊 藤 公 一

千 葉 県 柏 市 風 早 ２ − ３ − ６

電 話 0 4 − 7 1 9 2 − 2 1 5 0

正 会 員

都築鋼産 ㈱
代表取締役	
社 長 都 築 　 基

東 京 都 足 立 区 新 田 １ − １ ０ − １ ９

電 話 0 3 − 3 9 1 4 − 8 5 1 1

正 会 員

㈱ 東海運輸
代表取締役	
社 長 宇 田 川 雅 弘

東 京 都 品 川 区 北 品 川 ５ − ８ − ３ ０

電 話 0 3 − 3 4 4 7 − 1 3 2 1

正 会 員

東京医療クリーン事業協同組合
代 表 理 事 宮 田 喜 代 美

東 京 都 豊 島 区 西 池 袋 ２ − ２ ９ − １ ９

電 話 0 3 − 3 5 9 0 − 8 0 0 0

正 会 員

㈱ 東亜オイル興業所
代表取締役 安 池 慎 一 郎

千 葉 県 八 千 代 市 上 高 野 １ ７ ２ ８ − ５

電 話 0 4 7 − 4 8 5 − 7 1 8 9

正 会 員

ＴＭＬ ㈱
代表取締役 青 山 貴 好

東 京 都 大 田 区 京 浜 島 ２ − １ 9 − １ 0

電 話 0 3 − 3 7 9 0 − 2 8 8 2

正 会 員

公益財団法人 東京都環境公社
理 事 長 髙 﨑 秀 之
東 京 都 墨 田 区 江 東 橋 ４ − ２ ６ − ５

　　　　　東京トラフィック錦糸町ビル８Ｆ

電 話 0 3 − 3 6 4 4 − 2 1 8 9

正 会 員

東京トリムテック ㈱
代表取締役 最 上 　 修

東 京 都 品 川 区 西 五 反 田 １ − ２ ５ − １

電 話 0 3 − 3 4 9 2 − 3 4 3 0

正 会 員

東京産資源 ㈱
代表取締役 塩 入 春 孝

東 京 都 江 東 区 東 砂 ５ − １ ４ − １ ７

電 話 0 3 − 3 6 4 5 − 6 1 3 1

正 会 員

中野運輸 ㈱
代表取締役 松 原 美 紀 子

東 京 都 中 野 区 丸 山 １ − ２ − １

電 話 0 3 − 3 3 8 7 − 4 3 5 6

正 会 員

東京パワーテクノロジー ㈱
代表取締役	
社 長 塩 川 和 幸

東 京 都 江 東 区 豊 洲 ５ − ５ − １ ３

電 話 0 3 − 6 3 7 2 − 7 0 0 0

正 会 員

東京レンダリング協同組合
代 表 理 事 徳 田 昌 彦

東 京 都 墨 田 区 東 墨 田 １ − ９ − １

電 話 0 3 − 3 6 1 9 − 5 5 1 6

正 会 員

東都運業 株式会社
代表取締役 酒 井 大 作

東 京 都 葛 飾 区 奥 戸 ３ − ２ ３ − ２ ８

電 話 0 3 − 3 6 9 6 − 4 6 1 1

正 会 員

㈱ 東武クリエイティブ
代表取締役	
社 長 垣 入 淳 樹

東 京 都 足 立 区 西 伊 興 １ − ２ − ８

電 話 0 3 − 3 8 9 9 − 2 2 5 1

正 会 員

東武清掃 ㈱
代表取締役	
社 長 津 島 英 世

東 京 都 足 立 区 西 伊 興 １ − ６ − ２ ８

電 話 0 3 − 3 8 9 9 − 2 0 0 4

正 会 員

㈱ トーホークリーン
代表取締役 前 川 佑 子

東 京 都 渋 谷 区 東 ４ − ９ − １ ８ − ２ ０ ４

電 話 0 3 − 5 4 6 6 − 8 9 2 3

正 会 員

㈲ 東京斫り
代表取締役 上 杉 大 樹

東京都江戸川区松江４−１７−３−３０７

電 話 0 3 − 3 6 5 2 − 5 0 4 2

正 会 員

㈱ トキワ薬品化工
代表取締役 伊 丹 重 貴

神 奈 川 県 横 浜 市 旭 区 上 川 井 町 ３ ７ ６

電 話 0 4 5 − 9 2 1 − 3 2 6 4

正 会 員

㈱ トベ商事
代表取締役 戸 部 智 史

東 京 都 北 区 王 子 ５ − １ ０ − １

電 話 0 3 − 5 9 0 2 − 3 2 0 2

正 会 員

㈱ トリデ
代表取締役 佐 藤 英 生

電 話 0 4 2 − 5 7 6 − 9 7 5 0

東京都府中市西原町４−１７−５３本 社
事務所 東 京 都 国 立 市 泉 ３ − ２ ８ − １

正 会 員

内藤産業 ㈱
代表取締役 内 藤 信 也

東 京 都 町 田 市 小 野 路 町 ２ ３ ２ ４ − １

電 話 0 4 2 − 7 3 4 − 0 5 3 8
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正 会 員

西東京医師協同組合
理 事 長 子 田 純 夫

東 京 都 立 川 市 柴 崎 町 ３ − １ ６ − １ １

電 話 0 4 2 − 5 2 4 − 6 4 1 1

正 会 員

日栄産業 ㈱
代表取締役	
社 長 吉 本 花 子

東 京 都 大 田 区 京 浜 島 ３ − ５ − ２

電 話 0 3 − 3 7 9 0 − 7 4 0 0

正 会 員

日興サービス ㈱
代表取締役 山 口 　 徹

埼 玉 県 戸 田 市 笹 目 北 町 １ ４ − １ ９

電 話 0 4 8 − 4 2 1 − 9 4 3 1

正 会 員

日盛運輸 ㈱
代表取締役	
社 長 宇 田 川 幸 一

東 京 都 江 戸 川 区 篠 崎 町 ３ − １ − １ １

電 話 0 3 − 3 6 7 8 − 1 1 0 0

正 会 員

㈱ ナンセイ
代表取締役 稻 福 　 誠

東 京 都 江 戸 川 区 中 葛 西 ５ − ２ ０ − ７

電 話 0 3 − 3 8 7 7 − 5 0 2 6

正 会 員

㈱ 西商店
代表取締役 西 　 義 雄

東 京 都 大 田 区 池 上 ６ − ２ ８ − ５

電 話 0 3 − 3 7 5 4 − 2 4 4 1

正 会 員

中村産業 ㈱
代表取締役
社 長 中 村 英 生

東 京 都 江 東 区 豊 洲 ６ − ６ − ６

電 話 0 3 − 6 6 3 3 − 0 1 8 9

正 会 員

㈱ 中　村
代表取締役 戸 村 勝 秀

東 京 都 杉 並 区 上 高 井 戸 ３ − ２ − ２ ３

電 話 0 3 − 3 3 0 2 − 5 1 5 6

正 会 員

那須興産 ㈱
代表取締役 柴 　 健 一

東 京 都 板 橋 区 高 島 平 ２ − ２ − ９

電 話 0 3 − 5 9 7 0 − 3 8 2 5

正 会 員

㈱ 日成ストマック・トーキョー
代表取締役 畠 山 孟 賛

東 京 都 江 戸 川 区 東 葛 西 ３ − １ ７ − １ ５

電 話 0 3 − 5 6 7 6 − 0 5 5 5

正 会 員

日晴ビジネス ㈱
代表取締役 永 井 　 剛

東 京 都 文 京 区 本 郷 ５ − ２ ４ − ３

電 話 0 3 − 5 8 0 0 − 2 6 2 6

正 会 員

日曹金属化学 ㈱
代表取締役	
社 長 赤 川 彰 一

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 兜 町 ２ １ − ７

電 話 0 3 − 4 5 8 6 − 7 8 9 2

正 会 員

㈲ 八栄興業
代表取締役 鵜 家 き よ

東 京 都 西 東 京 市 芝 久 保 町 ５ − ４ − ９

電 話 0 4 2 − 4 6 5 − 5 5 2 5

正 会 員

日東消毒 ㈱
代表取締役 弓 座 一 臣

千 葉 県 木 更 津 市 八 幡 台 ２ − ２ − １

電 話 0 4 3 8 − 3 7 − 3 5 9 5

正 会 員

日本衛生 ㈱
専務取締役 澤 谷 勇 一

東 京 都 足 立 区 入 谷 ９ − ３ ０ − １ ０

電 話 0 3 − 3 8 5 3 − 6 0 6 1

正 会 員

日本スタンド鉱油 ㈱
代表取締役 長 瀬 英 次

東 京 都 葛 飾 区 柴 又 ６ − ３ − ６

電 話 0 3 − 3 6 5 0 − 9 7 6 7

正 会 員

日本設備保全 ㈱
代表取締役 前 田 隆 幸

東 京 都 稲 城 市 坂 浜 １ ０ ２ − ５

電 話 0 4 2 − 3 1 3 − 8 3 0 0

正 会 員

日本トリート ㈱
代表取締役 臼 井 淳 一 郎

東 京 都 世 田 谷 区 上 馬 ３ − ７ − ８

電 話 0 3 − 3 4 2 4 − 2 0 2 0

正 会 員

日本環境 ㈱

東 京 都 港 区 芝 ３ − １ ５ − １ ５

　　　　　　櫻井ビル８Ｆ

正 会 員

㈱ 日本協力

東 京 都 江 東 区 潮 見 １ − ６ − ２

電 話 0 3 − 3 6 4 0 − 4 7 7 7

代表取締役会長 渡 辺 省 吾
川 上 和 章代表取締役社長

正 会 員

㈱ 日本シューター
代表取締役 石 山 敏 彦

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 ２ − ９

電 話 0 3 − 3 5 1 8 − 8 6 7 0

正 会 員

日本メディカル・ウェイスト・マネジメント ㈱
代表取締役 金 原 曉 治

東 京 都 港 区 芝 １ − １ ５ − １ ４

電 話 0 3 − 3 7 9 8 − 4 7 0 3

正 会 員

野村興産 ㈱
代表取締役	
社 長 藤 原 　 悌
東 京 都 中 央 区 日 本 橋 堀 留 町 ２ − １ − ３

　　　ヤマトインターナショナル日本橋ビル

電 話 0 3 − 5 6 9 5 − 2 5 3 0

正 会 員

バイオエナジー ㈱
代表取締役 盛 下 　 学

東 京 都 中 央 区 新 川 ２ − ９ − ９

電 話 0 3 − 5 5 4 0 − 4 2 2 5
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正 会 員

㈲ 原島組
代表取締役 原 島 和 敏

東 京 都 昭 島 市 中 神 町 １ − １ ４ − ６

電 話 0 4 2 − 5 4 1 − 7 8 7 5

正 会 員

㈲ ビー・アイ・エル
代表取締役 武 藤 廣 見

東 京 都 北 区 東 田 端 ２ − ８ − ７

電 話 0 3 − 3 8 9 3 − 7 4 8 0

正 会 員

株式会社 日向興発
代表取締役 前 田 弘 貴

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 ４ − １ ３ − ６

電 話 0 3 − 5 3 3 3 − 0 2 8 3

正 会 員

㈱ フジ・トレーディング
代表取締役 大 羽 敬 子

東 京 都 東 大 和 市 向 原 ４ − ２ ９ − ９

電 話 0 4 2 − 5 6 5 − 7 7 2 2

正 会 員

㈱ 藤原土建
代表取締役 丸 島 寛 範

東 京 都 狛 江 市 元 和 泉 ３ − ６ − １ ３

電 話 0 3 − 3 4 8 8 − 5 1 5 9

正 会 員

㈲ 古川新興
代表取締役 古 川 幸 司

東 京 都 府 中 市 是 政 ３ − ６ ５ − １

電 話 0 4 2 − 3 6 5 − 2 2 3 1

正 会 員

㈱ 福井商店
代表取締役 赤 羽 敏 宏

東 京 都 千 代 田 区 内 神 田 ２ − ４ − ２

電 話 0 3 − 3 2 5 2 − 3 8 9 6

正 会 員

㈲ フロンティア
代表取締役 小 森 康 一

東 京 都 足 立 区 辰 沼 ２ − １ ７ − ７

電 話 0 3 − 5 6 1 3 − 8 2 5 1

正 会 員

㈱ ペエックス
代表取締役 伊 藤 伸 夫

東 京 都 稲 城 市 大 丸 １ ４ ８ １ − ３

電 話 0 4 2 − 3 7 8 − 2 1 2 1

正 会 員

ベル・テック ㈱
代表取締役 鈴 木 照 明

東京都江戸川区中央３−６−１４ 三家第一ビル１Ｆ

電 話 0 3 − 5 8 7 9 − 5 0 5 0

正 会 員

㈱ 浜　田
常務取締役	
東 京 支 社長 小 林 政 彦
東 京 都 新 宿 区 四 谷 ４ − 32 − ４ 

四谷 4丁目 32番 4号ビル 3F

電 話 0 3 − 6 4 5 9 − 1 3 5 2

正 会 員

富士建興 ㈱
代表取締役 橋 場 泰 雄

東 京 都 千 代 田 区 九 段 北 １ − １ ４ − １ ３

電 話 0 3 − 3 2 6 5 − 2 3 5 1

正 会 員

㈱ まごころ清掃社
代表取締役 高 野 正 人
東 京 都 八 王 子 市 長 房 町 １ ２ ６ − ２
電話（フリーダイヤル）

0 1 2 0 − 5 3 8 − 0 5 6

正 会 員

㈱ マスヒロ
代表取締役 桝 満 和 洋

埼 玉 県 三 郷 市 早 稲 田 １ − １ ４ − １ ８

電 話 0 4 8 − 9 5 7 − 7 7 4 9

正 会 員

㈱ 増渕商店
代表取締役 増 渕 千 人

東 京 都 板 橋 区 高 島 平 ７ − ４ − ３　 ２ Ｆ

電 話 0 3 − 5 9 6 8 − 4 0 7 7

正 会 員

マスヒロ環境 ㈱
代表取締役 増 田 博 之

東 京 都 西 多 摩 郡 瑞 穂 町 長 岡 ２ − ５ − ２

電 話 0 4 2 − 5 5 6 − 0 3 0 8

正 会 員

松田産業 ㈱
代表取締役	
社 長 松 田 芳 明

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 １ − ２ ６ − ２

電 話 0 3 − 5 3 8 1 − 0 0 0 1

正 会 員

㈲ 松村組
代表取締役 松 村 竜 二

東 京 都 府 中 市 日 新 町 ５ − ３ − ３

電 話 0 4 2 − 3 6 2 − 6 7 0 0

正 会 員

マロン環境 株式会社
代表取締役 栗 原 　 義

東 京 都 豊 島 区 駒 込 １ − ３ ５ − ２

電 話 0 3 − 3 9 4 2 − 6 2 1 3

正 会 員

都清掃 ㈱
常務取締役 吉 野 猛 彦

東 京 都 足 立 区 佐 野 １ − ２ ８ − １ ０

電 話 0 3 − 3 6 0 6 − 0 1 3 5

正 会 員

松村ダスト ㈲
代表取締役 松 村 博 文

東 京 都 あ き る 野 市 舘 谷 ２ ５ １ − １

電 話 0 4 2 − 5 9 6 − 4 9 5 9

正 会 員

㈱ 明和運輸
代表取締役 植 田 　 毅

東 京 都 足 立 区 宮 城 １ − ６ − １ ２

電 話 0 3 − 3 9 1 1 − 6 1 2 6

正 会 員

村上工業 ㈱
代表取締役 村 上 隆 秀

東 京 都 国 立 市 西 ２ − ２ ０ − ６

電 話 0 4 2 − 5 7 3 − 1 3 9 5

正 会 員

㈱ 山一商事
代表取締役 松 本 大 輔

東 京 都 港 区 六 本 木 ７ − １ ５ − １ ４

電 話 0 3 − 3 4 2 3 − 8 1 1 3
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正 会 員

山下産業 ㈱
代表取締役 山 下 栄 雄

山 梨 県 北 杜 市 須 玉 町 若 神 子 ５ ２ ８ ０

電 話 0 5 5 1 − 4 2 − 4 8 4 8

正 会 員

㈱ ヨシモリ
代表取締役 高 橋 安 繁

東 京 都 足 立 区 関 原 １ − １ ２ − ２

電 話 0 3 − 3 8 4 8 − 2 3 4 5

正 会 員

山田設備工業 ㈱
代表取締役 山 田 有 司

東 京 都 日 野 市 大 坂 上 ２ − ２ − ７

電 話 0 4 2 − 5 8 4 − 0 8 7 9

正 会 員

㈱ 和光サービス
代表取締役 山 田 邦 光

千 葉 県 白 井 市 河 原 子 ３ ２ ７ 番 地

電 話 0 4 7 − 4 9 1 − 5 3 0 5

正 会 員

㈱ リスト
代表取締役 遠 藤 重 雄

東 京 都 国 立 市 矢 川 ３ − ２ ３ − １ １

電 話 0 4 2 − 5 7 2 − 1 3 0 0

正 会 員

㈱ ワイエムエコフューチャー
代表取締役 加 瀬 博 章

埼 玉 県 草 加 市 青 柳 ２ − ７ − ４ ５

電 話 0 4 8 − 9 3 3 − 3 0 0 4

正 会 員

㈱ ヨドセイ
代表取締役 青 栁 文 夫

東 京 都 豊 島 区 東 池 袋 ２ − ３ ８ − ２ ０

電 話 0 3 − 3 9 8 5 − 8 8 0 1

正 会 員

和興テクノ ㈱
代表取締役 村 上 洋 一

東 京 都 千 代 田 区 外 神 田 ６ − ５ − ４

電 話 0 3 − 6 2 6 5 − 3 9 2 0

正 会 員

山大物産 ㈱
代表取締役 山 下 逸 郎

埼 玉 県 新 座 市 大 和 田 ３ − １ ０ − ２ ６

電 話 0 4 8 − 4 8 1 − 3 8 4 5

正 会 員

㈱ ヤマゼン
代表取締役 山 﨑 公 信

電 話 0 5 9 5 − 3 9 − 9 4 1 0

正 会 員

㈲ 屋満登興業
代表取締役 佐 藤 圭 一
東 京 都 三 鷹 市 野 崎 ２ − ８ − １

クラウンビル２０１

電 話 0 4 2 2 − 3 0 − 9 1 8 5

賛 助 会 員

秋葉原経営行政事務所
所 長	
特定行政書士 渋 川 善 三 郎
東 京 都 千 代 田 区 東 神 田 ３ − ２ − ４

　　　　　東神田サマリヤマンション８０８号

電 話 0 3 − 3 8 6 4 − 6 5 5 1 〜 2

賛 助 会 員

行政書士　笹島総合事務所
代 表	
特定行政書士 笹 島 潤 也

東 京 都 北 区 田 端 ６ − ４ − ８

電 話 0 3 − 5 8 3 2 − 4 6 7 0

賛 助 会 員

行政書士法人 
産廃コンサルティング総合事務所
特定行政書士 北 村 　 亨
千 葉 県 市 川 市 市 川 １ − ２ ２ − １ ０
電 話 0 4 7 − 7 1 1 − 0 8 4 7

賛 助 会 員

サナート行政書士事務所
代 表	
特定行政書士 下 方 和 美
東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 ３ − ７ − １

霞が関東急ビル２０２

電 話 0 3 − 6 5 5 0 − 9 4 9 7

賛 助 会 員

全国オイルリサイクル協同組合
理 事 長 長 谷 川 　 徹

東 京 都 中 央 区 京 橋 ２ − ６ − ６

電 話 0 3 − 5 2 5 0 − 5 0 8 6

賛 助 会 員

㈱ ＪＥＭＳ
代表取締役 須 永 裕 毅

茨 城 県 つ く ば 市 東 新 井 ３ １ − １ ３

電 話 0 2 9 − 8 6 3 − 7 2 1 5

賛 助 会 員

㈱ ゼスト
代表取締役 白 石 恭 隆

東京都中央区銀座７−１２−４ 友野本社ビル８Ｆ

電 話 0 3 − 6 2 7 7 − 3 4 7 7

賛 助 会 員

㈱ タウ　横浜支店
横浜支店長 御 園 生  啓 寿
神 奈 川 県 横 浜 市 中 区 相 生 町 ６ − １ １ ３ 

オーク桜木町ビル 10Ｆ

電 話 0 4 5 − 2 1 0 − 0 2 1 5

賛 助 会 員

㈱ 高見沢分析化学研究所
代表取締役 佐 藤 英 樹

埼 玉 県 さ い た ま 市 桜 区 西 堀 ６ − ４ − ２ ８

電 話 0 4 8 − 8 6 1 − 0 2 8 8

賛 助 会 員

株式会社 環境管理センター
上席執行役員	
営 業 本 部長 堀 　 宏 一 郎
東 京 都 千 代 田 区 内 神 田 ２ − １ ４ − ４

　　　　　内神田ビルディング３Ｆ

電 話 0 3 − 6 2 0 6 − 4 3 2 1

賛 助 会 員

社会保険労務士・行政書士  今井まさみ事務所
代 表 今 井 正 美

東 京 都 足 立 区 西 新 井 ３ − ５ − １ − ３ １ ０

電 話 0 3 − 6 8 0 7 − 1 9 5 8

賛 助 会 員

㈱ 環境と開発
代表取締役 田 邉 陽 介

東 京 都 台 東 区 上 野 ５ − １ ５ − １ ４　 ９F

電 話 0 3 − 6 6 6 1 − 7 1 7 4

引 越 い た し ま し た

賛 助 会 員

クリーントーキョウ協同組合
代 表 理 事 白 井 　 徹

東京都千代田区神田淡路町２−１０−１４

電 話 0 3 − 6 8 1 1 − 7 0 1 1
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賛 助 会 員

日立建機日本 ㈱
東 京 支 店
支 店 長 永 野 大 輔

埼 玉 県 草 加 市 弁 天 ５ − ３ ３ − ２ ５

電 話 0 4 8 − 9 3 5 − 7 3 4 1

賛 助 会 員

内藤環境管理 ㈱
代表取締役
社 長 内 藤 　 岳

埼玉県さいたま市南区大字太田窪 2051 − 2

電 話 0 4 8 − 8 8 7 − 2 5 9 0

賛 助 会 員

㈱ 御池鐵工所
代表取締役 小 林 秀 匡

広 島 県 福 山 市 神 辺 町 川 南 ３ ９ ６ − ２

電 話 0 8 4 − 9 6 3 − 5 5 0 0

賛 助 会 員

皆川美術印刷 ㈱
代表取締役 皆 川 　 暁

東 京 都 荒 川 区 東 日 暮 里 ２ − １ ３ − ４

電 話 0 3 − 3 8 9 1 − 8 1 4 1

賛 助 会 員

ＤＯＷＡエコシステム ㈱
取 締 役
ウエステック事業部長 中 村 達 也
東 京 都 千 代 田 区 外 神 田 ４ − １ ４ − １

　　　　　秋葉原ＵＤＸ２２Ｆ

電 話 0 3 − 6 8 4 7 − 1 2 3 1

賛 助 会 員

一般社団法人 東京建物解体協会
会 長 藤 井 　 誠

東京都中央区八丁堀３−１０−１ 章山堂ビル４０１

電 話 0 3 − 3 5 5 1 − 1 0 7 5

賛 助 会 員

トライシクル ㈱
代表取締役 福 田 　 隆
東 京 都 品 川 区 南 大 井 ６ − ２ ６ − ３

大森ベルポートD館  ８Ｆ

電 話 0 3 − 6 4 1 0 − 8 7 8 0

賛 助 会 員

㈱ ドラＥＶＥＲ
代表取締役 岡 野 照 彦
東 京 都 港 区 西 新 橋 ３ − １ ５ − １ ２

西新橋ＪＫビル 2Ｆ

電 話 0 3 − 6 3 7 1 − 4 1 9 2

賛 助 会 員

日建リース工業 ㈱  物流東京支店
支 店 長 中 澤 智 道
東 京 都 江 東 区 新 砂 １ − ６ − ３ ５

ＪＭＦビル東陽町０２  ３Ｆ

電 話 0 3 − 4 3 3 2 − 1 3 5 7

一 般 社 団 法 人

東京都産業資源循環協会

名 誉 会 長 吉 本 昌 且

相 談 役 近 江    昭

相 談 役 乙 顔    均


